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「
文
觀
が
、
そ
の
夜
さ
、
ま
た
、
夢
を
み
た
。
愕
然
と
し
て
、
蓐
の
上
に
突
つ
起
つ
た
。

　

勿
軀
な
い
、
明
神
さ
ま
と
、
契
り
を
交
わ
す
夢
を
み
た
。
殊
に
、
ま
ざ
ま
ざ
と
實
感
の

迫
っ
た
夢
だ
っ
た
。」

　

昭
和
初
期
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
井
上
吉
次
郎
（
一
八
八

九
〜
一
九
七
六
）
に
よ
る
短
編
歴
史
小
説
『
文
観
上
人）1
（

』
の
冒
頭
は
、
こ
う
し
て
、
仏
僧
文

観
が
明
神
と
契
る
扇
情
的
な
場
面
か
ら
始
ま
る
。
も
と
も
と
「
紅
蓮
三
昧）2
（

」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
夕
刊
に
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
七
月
九
日
か
ら
三
十
日
に
か
け

て
十
九
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
で
あ
る
。
冒
頭
の
記
述
に
続
き
、
明
神
と
呼

ぶ
に
は
艶
め
か
し
す
ぎ
る
女
性
の
身
体
的
魅
力
が
描
写
さ
れ
、
そ
の
後
、
夢
の
中
と
は
言

え
そ
の
蠱
惑
的
な
女
性
と
契
り
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
文
観
は
、
慚
愧
の
念
に
堪
え
ず
引
き

こ
も
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
も
束
の
間
、
新
た
に
稚
児
の
美
少
年
に
明
神
の
面
影
を
見
い
だ

し
、
再
び
欲
情
す
る
。
も
と
も
と
律
僧
と
し
て
禁
欲
的
な
生
活
を
自
分
に
課
し
て
き
た
文

観
は
、
煩
悶
し
苦
し
む
。
し
か
し
、
や
が
て
文
観
は
一
種
の
諦
念
の
境
地
に
い
た
り
、
あ

の
悪
名
た
か
き
「
荼だ

吉き

尼に

法
」
を
産
み
出
す
。
そ
れ
は
、「
和
合
水
に
髑
髏
を
染
め
る
こ

と
百
二
十
度
」
な
る
奇
怪
な
修
法
で
あ
っ
た
…
…
。
以
上
が
、
こ
の
短
編
小
説
の
大
筋
の

内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
小
説
が
、
夕
刊
と
は
言
え
新
聞
に
一
定
期
間
毎
日
連
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
同
じ
紙
面
を
埋
め
て
い
た
当
時
の
新
聞
記
事
と
、
こ
の
中
世
を
舞
台
と
し
た
厭
世

気
分
の
充
満
し
た
官
能
小
説
と
が
、
か
な
り
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
か
つ
シ
ュ
ー
ル
な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
生
み
だ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
連

載
は
、
夕
刊
の
第
一
面
に
目
を
ひ
く
挿
絵
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
連
載
が
開
始
さ

れ
た
日
に
は
、「
満
州
は
我
生
命
線
、
撤
兵
な
ど
は
思
ひ
も
寄
ら
ず
」
と
い
う
リ
ッ
ト
ン

調
査
団
に
対
す
る
日
本
の
陸
相
・
荒
木
貞
夫
の
発
言
が
、
一
面
の
大
き
な
見
出
し
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
真
下
に
、
僧
の
寝
所
に
ま
さ
に
女
性
が
忍
び
込
ま
ん
と
し
て
い
る
挿
絵
を

か
か
げ
た
冒
頭
の
記
述
の
通
り
の
小
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
一
）。

　

こ
う
し
た
調
子
で
連
載
さ
れ
て
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、『
文
観
上
人
』
と
題
名
を
改

め
、
筆
者
自
身
に
よ
る
関
連
歴

史
研
究
と
合
本
の
形
で
、
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
二

十
日
に
単
行
本
と
し
て
公
刊
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
歴
史

研
究
と
は
、
単
行
本
『
文
観
上

人
』
所
収
の
「
註
一
」
と
題
さ

れ
た
八
七
〜
一
四
七
頁
を
占
め

る
部
分
を
言
う
。
続
い
て
「
解

一
」（
一
四
九
〜
一
七
一
頁
）
と

題
さ
れ
た
哲
学
的
エ
ッ
セ
イ
お

よ
び
文
観
関
連
史
料
の
紹
介
が

あ
り
、
最
後
に
「
附
文
」（
一

七
三
〜
一
八
三
頁
）
が
付
載
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
史
料
の
翻
刻
で
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あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
説
の
公
刊
本
に
付
随
し
て
い
る
研
究
篇
は
、
小
説
本
体
よ
り
も

長
く
、
一
次
史
料
に
基
づ
く
学
術
的
な
内
容
で
、
小
説
も
真
摯
な
歴
史
研
究
に
基
づ
い
て

練
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
説
を
第
一
印
象
に
よ
っ
て
、
一
概
に
退
廃
的
な
官
能
小
説
と
し

て
侮
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
毎
日
新
聞
夕
刊
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
、
泉

鏡
花
、
菊
池
寛
ら
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
小
説
を
提
供
し
て
お
り）3
（

、「
紅
蓮
三
昧
」
の
挿

絵
を
担
当
し
た
中
村
大
三
郎
も
、
新
聞
連
載
開
始
の
昭
和
七
年
時
点
で
は
、
帝
展
に
八
回

入
選
し
帝
展
審
査
員
に
も
な
っ
て
い
た
関
西
の
美
人
画
の
名
手
で
あ
る）4
（

。
た
だ
好
奇
の
目

を
惹
く
た
め
の
官
能
小
説
の
掲
載
は
、
新
聞
社
の
方
針
で
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
著
作
の
新
刊
紹
介
に
も
、
直
木
三
十
五
の
著
書
『
弘
法
大
師
物
語
』
が
好
評
で
あ
る
の

に
刺
激
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
と
し
て
い
る）5
（

。
ま
た
、
井
上
吉
次
郎
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
関
す
る
随
筆
集
を
読
む
と
、
彼
自
身
は
む
し
ろ
世
間
に
お
も
ね
り
た
く
な
い
天
衣
無
縫

か
つ
破
天
荒
な
反
骨
精
神
あ
ふ
れ
る
人
間
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る）6
（

。
小
説
は
、
井
上
吉
次
郎

が
文
観
研
究
の
結
果
、
学
術
的
作
業
の
み
で
は
理
解
し
き
れ
な
か
っ
た
疑
問
を
昇
華
さ
せ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
合
本
に
な
っ
て
い
る
研
究
篇
と
補
完
関
係
に
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
文
観
を
対
象
と
す
る
小
説
が
忽
然
と
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者

は
、
新
聞
小
説
に
関
し
て
は
門
外
漢
で
あ
る
た
め
、
こ
の
小
説
の
文
学
的
評
価
や
文
学
史

上
に
お
け
る
位
置
付
け
は
専
門
家
の
手
に
委
ね
、
専
ら
本
作
品
が
立
脚
す
る
昭
和
初
期
の

仏
教
研
究
の
学
術
的
背
景
を
論
じ
る
。
と
い
う
の
も
、
小
説
の
内
容
が
冒
頭
に
紹
介
し
た

通
り
か
な
り
衝
撃
的
で
あ
る
た
め
に
、
特
に
歴
史
研
究
篇
の
部
分
に
は
、
こ
れ
ま
で
相
応

の
注
意
が
払
わ
れ
な
い
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
本
が
全

く
無
視
さ
れ
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
小
説
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
、
水
原
堯
榮
ら

真
言
宗
の
高
僧
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
て
き
た
戦
前
の
文
観
研
究
の
流
れ
を
体
現
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
戦
前
を
代
表
す
る
文
観
研
究
の
大
家
で
あ
る
水
原
堯
榮
と
、

新
聞
記
者
で
あ
っ
た
井
上
吉
次
郎
の
接
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
井
上
の
著
作
に
展

開
さ
れ
た
文
観
研
究
の
学
術
的
価
値
を
再
評
価
し
、
文
観
お
よ
び
立
川
流
研
究
の
い
わ
ば

研
究
前
史
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
．
物
語
の
主
人
公
・
文
観
と
立
川
流

　

小
説
の
主
人
公
と
な
っ
た
、
文
観
房
弘
真
（
一
二
七
八
〜
一
三
五
七
）
は
、
南
北
朝
期
に

実
在
し
た
僧
で
、
は
じ
め
律
僧
と
し
て
奈
良
西
大
寺
に
お
い
て
修
行
を
積
み
、
次
に
正
和

五
年
（
一
三
一
六
）
醍
醐
寺
報
恩
院
の
道
順
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
真
言
僧
と
し
て
活

動
し
始
め
る）7
（

。
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）、
勅
に
よ
り
参
内
し
て
以
来
、
天
皇
の
側
近
と
し

て
活
躍
し
、
当
時
天
皇
で
あ
っ
た
後
醍
醐
天
皇
（
一
二
八
八
〜
一
三
三
九
、
在
位
一
三
一
八
〜

一
三
三
九
）
の
護
持
僧
と
い
う
極
め
て
王
権
に
近
い
立
場
で
、
天
皇
の
宗
教
的
活
動
に
参

与
す
る
役
割
を
担
い
、
東
寺
長
者
・
醍
醐
寺
座
主
と
し
て
実
質
的
に
当
時
の
真
言
宗
の
権

力
の
頂
点
に
君
臨
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
計
画
に
も
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
文
観
は
単
な
る
精
神
的
な
指
南
役
の
立
場
を
超

え
て
、
後
醍
醐
天
皇
を
頂
点
と
す
る
権
力
構
造
の
中
枢
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
自
ら
天
皇
に
灌
頂
を
授
け
た
だ
け
で
な
く
、
天
皇
の
希
望
に
応
じ
て
様
々
な
祈
禱
や

儀
礼
を
実
修
す
る
な
ど
、
文
観
は
実
際
に
天
皇
周
辺
で
多
様
な
宗
教
的
儀
式
を
行
な
い
、

そ
れ
に
関
連
す
る
多
数
の
聖
教
も
書
写
・
作
成
し
た
。
後
醍
醐
天
皇
の
吉
野
潜
行
に
も
同

行
す
る
な
ど
、
天
皇
と
運
命
の
浮
沈
を
と
も
に
し
、
天
皇
の
死
後
も
、
そ
の
皇
子
で
あ
っ

た
後
村
上
天
皇
に
仕
え
、
最
終
的
に
は
南
朝
の
行
在
所
で
あ
っ
た
河
内
金
剛
寺
で
執
筆
活

動
の
後
に
没
す
る
。

　

小
説
は
八
〇
頁
ば
か
り
の
短
編
作
品
で
、
文
観
の
波
乱
万
丈
の
人
生
の
全
貌
を
描
い
て

は
い
な
い
。
高
野
山
に
お
い
て
、
学
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
「
邪
見
」
の
僧
と
し
て
、

羨
望
と
蔑
視
の
対
象
で
あ
っ
た
文
観
が
、
山
を
降
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
と
し
て
関
東

調
伏
を
お
こ
な
っ
た
科
に
よ
る
流
刑
を
経
、
再
び
東
寺
長
者
と
し
て
返
り
咲
い
て
秘
儀
・

荼だ

吉き

尼に

法
を
修
法
す
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
文
観
の
人
生
略
伝
を
把
握
し
た
う
え

で
歴
史
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
を
考
え
る
な
ら
、
建
武
の
中
興
か
ら
吉
野
潜
行
、
そ
し
て
後
醍

醐
天
皇
の
病
死
ま
で
が
激
動
の
時
期
と
し
て
、
作
家
と
し
て
は
最
も
や
り
が
い
の
あ
る
主

題
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
あ
え
て
学
僧
文
観
が
東
寺
長
者
と
な
る
ま
で
の
時
期
を

小
説
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
作
者
・
井
上
吉
次
郎
の
主
眼
が
、
文
観
と
い
う
個

人
の
人
生
そ
の
も
の
よ
り
、
文
観
が
創
造
し
修
法
し
た
と
い
う
尋
常
な
ら
ざ
る
秘
儀
に
お

か
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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こ
れ
は
、
井
上
吉
次
郎
の
想
像
の
産
物
で
は
な
く
、
現
在
で
も
文
観
の
人
物
像
を
語
る

上
で
支
配
的
な
、
い
わ
ゆ
る
邪
教
・
立
川
流
の
大
成
者
、
か
つ
「
異
形
の
王
権
」
た
る
後

醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
「
異
類
の
僧
」
と
し
て
の
文
観
像
と
合
致
す
る
。
こ
れ
は
網
野
善
彦

に
よ
り
一
般
に
普
及
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
戦
前
の
文
観
研
究
か
ら
頻
繁
に
見
ら
れ
る
言

説
で
も
あ
っ
た）8
（

。
こ
の
文
観
像
の
原
点
に
あ
る
の
は
、
宥
快
（
一
三
四
五
〜
一
四
一
六
）
に

よ
る
『
宝
鏡
鈔
』（
一
三
七
五
）
で
、
そ
こ
に
は
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）、
高
野
山
金
剛
峯

寺
の
衆
徒
が
呪
術
で
あ
る
荼だ

吉き

尼に

法
を
文
観
が
修
法
し
た
こ
と
を
非
難
し
た
と
す
る
文
書

の
引
用
が
あ
り
、
し
か
も
こ
の
邪
法
に
よ
っ
て
後
醍
醐
天
皇
に
取
り
入
り
権
力
の
中
枢
に

近
づ
い
た
こ
と
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
文
観
を
異
端
視
す
る
見
方
は
、
宥
快
の
こ
の
著
作

が
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）9
（

。
一
方
、
十
三
世
紀
後
半
の
心
定
と
い
う
僧
に

よ
っ
て
、
髑
髏
を
本
尊
と
し
て
性
的
な
特
殊
な
儀
礼
を
行
な
う
集
団
が
記
録
さ
れ
、
批
判

さ
れ
て
い
る
（『
受
法
用
心
集
』
一
二
六
八
年
）。『
宝
鏡
鈔
』
で
は
、
こ
の
集
団
の
儀
礼
が
「
立

川
流
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
文
観
も
同
じ
文
脈
で
批
判
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ

の
後
の
真
言
宗
で
は
、
こ
の
考
え
方
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、
中
世
に
存
在
し
た
様
々
な

流
派
や
教
義
が
「
立
川
流
」
と
い
う
範
疇
に
類
型
化
さ
れ
、
邪
法
の
典
型
も
し
く
は
代
名

詞
と
し
て
一
般
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）10
（

。

　

興
味
深
い
の
は
、
文
観
の
お
か
れ
た
具
体
的
政
治
状
況
の
記
述
な
ど
、
私
小
説
で
は
な

い
普
通
の
小
説
な
ら
ナ
レ
ー
タ
ー
が
担
う
は
ず
の
と
こ
ろ
が
、
往
々
に
し
て
高
野
山
の
無

名
の
僧
侶
た
ち
の
台
詞
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
文
観
が
高
野
山
を
去
っ
て
か

ら
の
情
況
も
、
こ
の
僧
侶
達
の
噂
話
の
形
で
描
か
れ
る
こ
と
で
、
小
説
の
語
り
の
舞
台
が

あ
く
ま
で
も
高
野
山
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
描
写
方
法
か
ら
も
、
高
野
山
の

僧
侶
の
非
難
を
記
述
す
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
と
る
『
宝
鏡
鈔
』
を
参
考
に
、
小
説
の

設
定
が
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る）11
（

。

　

実
は
、
異
端
と
し
て
の
文
観
像
の
再
考
は
、
す
で
に
戦
前
か
ら
ご
く
一
部
の
歴
史
学
者

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
黒
板
勝
実
は
、
近
代

の
実
証
史
学
の
方
法
論
に
基
づ
き
、
文
観
を
非
難
す
る
『
太
平
記
』
に
の
み
依
拠
す
る
の

で
は
な
く
、
一
次
史
料
に
基
づ
き
そ
の
人
物
像
を
追
究
す
る
必
要
性
を
訴
え
た）12
（

。『
太
平

記
』
は
、
網
野
善
彦
が
、
関
東
征
伐
の
た
め
に
調
伏
を
行
い
「
異
類
異
形
」
の
「
悪
党
」

ら
と
交
わ
っ
た
「
異
類
」
の
僧
正
と
し
て
の
文
観
像
を
導
き
出
す
た
め
に
、『
宝
鏡
鈔
』

と
と
も
に
特
に
重
視
し
て
い
る
史
料
だ
が
、
明
治
初
期
に
は
そ
の
史
料
的
価
値
を
ど
う
評

価
す
る
か
が
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
い
た）13
（

。
黒
板
勝
実
の
説
を
う
け
て
美
術
史
家
の
藤
懸

静
也
は
、
文
観
作
の
画
像
の
裏
書
き
史
料
な
ど
新
出
の
一
次
史
料
に
基
づ
き
、
文
観
の
文

殊
信
仰
と
後
醍
醐
天
皇
と
の
関
係
を
分
析
し
た
。
そ
こ
に
は
卑
猥
な
呪
術
や
淫
祠
邪
法
を

つ
か
さ
ど
る
と
い
う
史
実
は
確
認
さ
れ
な
い）14
（

。
両
者
の
実
証
的
研
究
に
基
づ
き
文
観
の
史

実
を
検
証
し
た
結
果
、
歴
史
学
者
の
中
村
直
勝
は
、『
宝
鏡
鈔
』、
そ
れ
に
基
づ
く
『
続
伝

燈
広
録
』、『
太
平
記
』
な
ど
文
観
に
批
判
的
な
記
述
を
含
む
史
料
に
内
在
す
る
政
治
的
意

図
を
読
解
す
る
に
い
た
り
、
文
観
が
必
ず
し
も
「
立
川
流
」
と
同
一
視
さ
れ
た
り
異
端
視

さ
れ
る
べ
き
存
在
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る）15
（

。
こ
の
見
解
は
、
参
照
で
き
る

史
料
の
増
え
た
現
在
の
最
新
研
究
の
成
果
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
井
上
が
こ

う
し
た
当
時
最
新
の
実
証
的
歴
史
研
究
を
参
考
に
し
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る）16
（

。

　

そ
も
そ
も
、
井
上
吉
次
郎
の
小
説
は
、
歴
史
的
事
象
を
追
う
こ
と
が
目
的
で
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
小
説
に
は
文
観
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
後
醍

醐
天
皇
は
一
度
も
登
場
せ
ず
、
台
詞
が
あ
る
具
体
的
な
登
場
人
物
は
、
主
人
公
の
文
観
、

明
神
の
化
身
と
し
て
現
れ
る
女
、
稚
児
の
み
で
あ
る
。
文
観
以
外
に
、
歴
史
上
実
在
し
た

人
物
が
全
く
登
場
し
な
い
。
現
在
の
研
究
に
基
づ
く
文
観
の
実
際
の
伝
記
で
は
、
文
観
が

高
野
山
に
修
学
し
た
こ
と
は
お
ろ
か
、
長
期
滞
渧
在
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
高
野
山
が
重
要
な
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
観
が
関
東
調
伏
に
関
わ
っ
た

経
緯
な
ど
、
歴
史
小
説
に
は
当
然
欠
か
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
政
治
的
な
場
面
が
全
く
描
か

れ
ず
、
夢
に
現
れ
た
と
い
う
明
神
の
女
や
稚
児
と
文
観
が
か
ら
む
場
面
が
無
意
味
に
長
く

続
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
は
小
説
の
一
つ
の
謎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

謎
は
、
新
聞
記
者
で
あ
り
情
報
収
集
能
力
に
優
れ
て
い
た
は
ず
の
井
上
が
、
広
く
文
観
に

つ
い
て
取
材
す
る
と
い
う
よ
り
、
あ
る
特
殊
な
情
報
源
に
基
づ
い
て
小
説
を
起
草
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、
井
上
の
背
景
を
追
う
こ

と
に
す
る
。二

．
研
究
者
と
し
て
の
井
上
吉
次
郎　

高
野
山
と
の
つ
な
が
り

　

小
説
の
作
者
・
井
上
吉
次
郎
は
、
小
説
発
表
当
時
は
大
坂
毎
日
新
聞
社
の
学
芸
部
長
で

あ
っ
た
。
そ
の
人
生
略
歴
は
『
日
高
町
誌
』
の
人
物
誌
に
よ
れ
ば
、「
記
者
生
活
三
十
年
、
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学
者
的
存
在
三
十
年
」
で
あ
っ
た
と
い
い
「
記
者
的
学
者
、
学
者
的
記
者
」
と
評
さ
れ

る
）
17
（

。
二
七
歳
で
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
東
京
日
日
新
聞
に
勤
め
、
新
聞
記
者
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
に
留
学
し
た
後
、
昭
和
九
年
以
降
大
坂
毎
日
新
聞
学
芸
部
長
と
な
り）18
（

、
五
十
五
歳
で
終

戦
の
前
年
に
定
年
退
職
し
た
後
も
、
新
聞
社
の
顧
問
嘱
託
と
な
り
、
戦
後
の
新
大
阪
新
聞

創
刊
の
主
筆
に
な
る
な
ど
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十

四
年
以
降
は
、
関
西
大
学
、
追
手
門
大
学
、
浪
速
短
期
大
学
な
ど
の
職
を
歴
任
し
、
研
究

に
い
そ
し
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

出
身
地
は
和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
志
賀
村
で
、
村
出
身
の
有
志
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

志
賀
村
学
生
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
の
学
生
会
が
、
村
出
身
の
偉
人

と
さ
れ
て
い
る
徳
本
上
人
顕
彰
の
碑
と
遺
跡
を
整
備
し
た
際
に
は
、
幾
許
か
の
寄
付
金
を

寄
せ
て
い
る）19
（

。
日
高
郡
は
熊
野
古
道
の
紀
伊
路
の
通
っ
て
い
た
場
所
で
、
志
賀
村
は
九
十

九
王
子
社
の
一
つ
志
賀
王
子
（
志
賀
王
子
神
社
）
が
現
在
も
残
る
場
所
で
あ
る
。
歴
史
的
な

逸
話
に
こ
と
か
か
ず
、
神
秘
的
な
幽
谷
に
囲
ま
れ
た
信
仰
深
い
土
地
柄
で
の
生
い
立
ち

は
、
井
上
吉
次
郎
の
特
に
関
西
赴
任
後
の
学
芸
部
長
と
し
て
の
嗜
好
や
活
動
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）20
（

。

　

大
坂
毎
日
新
聞
学
芸
部
長
時
代
の
井
上
吉
次
郎
の
行
動
は
、
彼
自
身
の
書
き
遺
し
た
も

の
よ
り
、
そ
の
部
下
で
あ
っ
た
井
上
靖
（
一
九
〇
七
〜
一
九
九
一
）
の
随
筆
や
作
品
に
よ
り

詳
し
く
う
か
が
わ
れ
る
。
小
説
家
・
井
上
靖
の
デ
ビ
ュ
ー
は
歴
史
小
説
『
流
転
』
が
『
サ

ン
デ
ー
毎
日
』
の
懸
賞
に
優
勝
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
を
足
が
か
り
に
井
上
靖
の

毎
日
新
聞
社
へ
の
就
職
斡
旋
を
依
頼
し
た
の
が
、
靖
の
岳
父
の
京
大
教
授
、
足
立
文
太
郎

で
あ
り
、
こ
の
斡
旋
を
引
き
受
け
た
の
が
井
上
吉
次
郎
で
あ
る）21
（

。
井
上
靖
を
し
て
「
私
は

物
を
書
く
人
間
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
、
何
か
ら
何
ま
で
み
ん
な
氏
か
ら
教
わ
っ
た）22
（

」
と

言
わ
せ
し
め
た
井
上
吉
次
郎
の
仕
事
ぶ
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

井
上
靖
関
連
の
文
献
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
井
上
吉
次
郎
は
、
靖
を
と
も
な
い
、
毎
週

の
よ
う
に
奈
良
や
高
野
山
に
足
繁
く
通
い）23
（

、
な
お
か
つ
仏
教
経
典
に
も
通
じ
て
い
た
知
の

巨
人
で
あ
る
。
靖
に
、
宗
教
欄
を
受
け
持
ち
、
経
典
の
解
説
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
は

井
上
吉
次
郎
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
井
上
靖
は
「
宗
教
に
つ
い
て
は
何
の
関
心
も
知
識
も

持
っ
て
い
な
か
っ
た
」
が
、『
般
若
心
経
』、『
華
厳
経
』、『
碧
巌
録
』
な
ど
を
濫
読
し
、「
経

典
と
い
う
も
の
が
、
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
古
譚
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
こ
と
」
を
知
っ

た
の
だ
と
言
う）24
（

。「（
井
上
吉
次
郎
）
氏
は
大
学
を
出
た
ば
か
り
の
新
米
記
者
な
ど
傍
に
寄

り
つ
け
ぬ
ほ
ど
、
多
方
面
な
知
識
を
持
っ
て
い
た）25
（

。」
実
際
、
井
上
吉
次
郎
の
著
作
は
二

七
冊
に
及
び
、
ま
た
三
〇
〇
編
ほ
ど
の
随
筆
が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
興
味
は
現
代
の

学
問
領
域
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
社
会
学
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
、
文
化
人
類
学
、
民
俗
学
、

仏
教
哲
学
、
美
術
史
学
（
陶
器
・
工
芸
も
含
む
）
と
多
岐
に
わ
た
る）26
（

。
し
か
し
、
や
は
り
随

筆
「
高
野
の
獨
壇
場
」
な
ど
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
野
山
に
は
格
別
な
思
い

入
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）27
（

。
戦
争
末
期
に
は
、
井
上
吉
次
郎
は
靖
に
「
お
れ
も
な
る
か

ら
、
お
ま
え
も
入
山
し
ろ
」
と
す
す
め
、
高
野
山
で
僧
侶
に
な
る
計
画
す
ら
た
て
て
い

た
）
28
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
高
野
山
親
王
院
の
水
原
堯
栄
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
五
）
お
よ
び
中

川
善
教
（
一
九
〇
七
〜
一
九
九
〇
、
水
原
の
後
継
者
で
親
王
院
の
住
持
）
の
二
学
僧
と
の
交
流
が

あ
る
。
実
は
、
こ
の
水
原
堯
榮
こ
そ
、
戦
前
の
文
観
関
連
研
究
の
中
で
も
と
く
に
重
要
な

『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』（
一
九
二
三
）
の
著
者
で
あ
り
、
井
上
吉
次
郎
の
小
説
執
筆
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る）29
（

。

　

井
上
吉
次
郎
自
身
は
、
自
分
の
個
人
的
人
間
関
係
を
あ
ま
り
文
章
に
お
こ
す
こ
と
が
な

い
人
間
な
の
で
、
彼
が
高
野
山
の
学
僧
・
水
原
堯
栄
と
ど
の
程
度
近
し
か
っ
た
の
か
は
、

井
上
靖
の
仕
事
か
ら
推
察
す
る
ほ
か
な
い
。
靖
の
言
葉
に
よ
る
と
、
水
原
堯
栄
は
井
上
吉

次
郎
と
親
交
が
あ
り
、
ま
た
彼
自
身
も
親
し
く
し
て
い
た
と
い
う）30
（

。
仏
教
経
典
や
宗
教
へ

の
研
究
へ
井
上
靖
を
い
ざ
な
っ
た
の
は
井
上
吉
次
郎
な
の
だ
か
ら
、
水
原
堯
栄
を
も
と
も

と
知
っ
て
お
り
、
紹
介
し
た
の
も
吉
次
郎
で
あ
ろ
う）31
（

。

　

井
上
靖
の
作
品
に
、
高
野
山
を
舞
台
に
し
た
小
説
『
澄
賢
房
覚
書）32
（

』（
一
九
五
一
）
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
小
説
の
完
成
に
は
、
大
い
に
水
原
堯
栄
の
力
を
借
り
た
と
、
随

筆
「
若
き
日
の
高
野
山
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る）33
（

。『
澄
賢
房
覚
書
』
は
、
志
半
ば

に
し
て
破
戒
僧
と
な
り
高
野
山
を
降
り
た
僧
・
澄
賢
房
が
、
老
年
期
に
さ
し
か
か
り
、
高

僧
と
な
っ
た
か
つ
て
の
同
輩
に
邂
逅
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
高
野
山
に
お
い

て
話
が
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
聖
地
の
雰
囲
気
や
空
気
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
る
印
象

的
な
文
体
で
あ
る
。

　

井
上
靖
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
の
執
筆
の
た
め
、
高
野
山
親
王
院
に
宿
泊
さ
せ
て
も
ら

い
、
水
原
堯
栄
、
中
川
善
教
両
師
か
ら
話
を
聞
い
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
古
文
書
の
文
章

の
調
子
を
出
す
た
め
に
、
中
川
師
に
文
章
の
添
削
加
筆
ま
で
し
て
も
ら
っ
た
と
言
う
。（
高
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野
山
の
雰
囲
気
は
こ
う
し
た
文
体
の
工
夫
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。）
し
か
も
、
新
聞
記

者
時
代
に
は
、
経
蔵
な
ど
も
見
せ
て
も
ら
う
な
ど
深
い
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る）34
（

。
井

上
靖
が
結
ん
で
い
た
親
交
を
考
え
る
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
両
人
と
知
り
合
っ
て
い
た
井
上

吉
次
郎
も
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
彼
ら
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
井
上
も
同
様
に
経
蔵
を
閲
覧
し
て
い
た
根
拠
と
し
て
は
、『
文
観
上
人
』
研
究
編
に

お
い
て
引
用
さ
れ
る
『
阿
吽
字
義
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
所
在
未
確
認
の
史
料
な
が

ら
、
水
原
堯
栄
作
成
の
立
川
流
聖
教
リ
ス
ト
に
は
私
蔵
の
史
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お

り
）
35
（

、
井
上
が
著
作
で
四
頁
（
一
六
五
〜
一
六
八
頁
）
に
亙
り
翻
刻
も
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

水
原
私
蔵
本
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
水
原
が
自
身
の
著
作

で
引
用
し
て
い
る
箇
所
と
は
別
の
箇
所
で
あ
る
）。
水
原
私
蔵
本
の
引
用
例
と
し
て
は
、
他
に
著

作
の
研
究
篇
末
尾
「
附
文
」（
一
七
五
〜
一
八
三
頁
）
内
に
翻
刻
さ
れ
た
聖
教
「
秘
密
五
輪

集　

無
畏
三
蔵
撰
」
が
あ
る）36
（

。
ま
た
、
新
聞
小
説
の
第
十
六
回
（
七
月
二
八
日
）
の
挿
絵
（
刊

行
本
へ
の
転
載
な
し
）
は
、「
大
三
郎
謹
写
」
な
る
「
立
川
流
本
尊
」
図
像
な
の
だ
が
、
こ

れ
は
前
述
し
た
水
原
堯
榮
の
著
作
初
版
本
の
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
の
間
の
口
絵
に
み
ら
れ

る
図
像
と
一
致
す
る）37
（

。
美
術
学
校
で
教
育
を
受
け
た
中
村
大
三
郎
が
自
ら
求
め
て
高
野
山

の
学
僧
の
執
筆
し
た
学
術
書
に
範
を
求
め
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
こ
れ
は
著
者
が
中

村
に
指
示
し
た
も
の
だ
ろ
う）38
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
小
説
の
創
作
に
あ
た
っ
て
、
井
上
吉
次
郎
が
水

原
堯
榮
の
著
作
を
参
考
に
し
、
経
蔵
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
い
研
究
を
行
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ

確
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
小
説
の
執
筆
の
背
景
に
は
、
水
原
堯
榮
と
の
深
い
交
流
が

存
在
し
た
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
野
山
の
高
僧
・
水
原
が
ど
の
よ

う
な
文
脈
で
立
川
流
研
究
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
考
察
し
よ
う
。

三
．
高
野
山
の
学
僧
・
水
原
堯
榮
の
つ
く
っ
た
立
川
流
の
イ
メ
ー
ジ

　

管
見
の
限
り
で
は）39
（

、
水
原
以
前
の
近
代
に
お
い
て
、
文
観
研
究
が
始
ま
っ
た
契
機
は
、

「
立
川
流
」
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
立
川
流
」
研
究

4

4

で
は
な
く
問
題

4

4

と
定
義
し
た
の
は
、

明
治
時
代
の
啓
蒙
的
仏
教
系
雑
誌
に
お
い
て
性
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
文
脈
で
、

「
立
川
流
」
の
存
在
が
倫
理
的
に
問
題
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
明
治
期
に
、
日
本
の
信

仰
形
態
が
徹
底
的
に
解
体
さ
れ
、
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
が
公
認
宗
教
と
し
て
定
義

さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
新
時
代
の
政
治
思
想
に
相
合
す
る
新
た
な
道
徳
が
社
会
の
要
請
と

し
て
求
め
ら
れ
、
こ
の
文
脈
で
既
存
の
宗
教
団
体
の
在
り
方
や
信
仰
の
あ
る
側
面
が
合
理

主
義
的
な
立
場
か
ら
断
罪
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
認
さ
れ
た
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス

ト
教
も
、
平
等
の
権
利
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
家
体
制
に
密
着
し
た
存
在
と

な
っ
た
神
道
に
対
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
（
仏
教
の
中
で
も
）
真
宗
が
、
神
道
の
「
淫

祠
邪
教
」
的
側
面
へ
の
非
難
を
強
め
た
。
し
か
し
、
近
代
化
を
大
義
名
分
と
す
る
こ
の
弾

劾
の
根
拠
を
形
作
っ
て
い
た
当
時
の
社
会
の
「
淫
祠
邪
教
」
観
は
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
イ

メ
ー
ジ
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る）40
（

。「
立
川
流
」
が
議
論
の
俎
上
に
あ
が
っ
て
く
る
の

も
、
こ
の
文
脈
で
あ
る
。
数
少
な
い
例
を
こ
こ
に
挙
げ
て
み
る
。

　

一
八
九
六
年
、
東
山
逸
衲
は
、
当
時
蔓
延
し
て
い
た
と
い
う
淫
祠
に
対
し
て
、
性
的
内

容
を
含
む
儀
礼
が
真
言
宗
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
出
現
し
た
の
か
を
問
お
う
と
問
題
提

議
し
て
い
る）41
（

。
こ
の
中
で
は
、『
宝
鏡
抄
』
に
お
け
る
文
観
批
判
を
根
拠
に
、
文
観
が
立

川
流
同
様
の
邪
義
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る）42
（

。
こ
の
論
考
に
呼
応
し
て
、
大
内
青
巒

（
一
八
四
五
〜
一
九
一
八
）
は
靄
々
居
士
の
別
号
で
投
稿
し
、
文
観
の
問
題
点
は
権
力
の
中
枢

に
邪
義
を
も
ち
こ
ん
だ
こ
と
に
あ
る
と
す
る）43
（

。
こ
の
論
考
の
目
的
は
、
文
観
の
仕
え
た
後

醍
醐
天
皇
を
擁
護
す
る
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
説
話
に
お
け
る
阿
難
の
例
を
出
す
こ
と
で

「
邪
正
」
の
判
別
の
困
難
さ
を
説
き
、
宗
教
界
再
編
の
明
治
の
世
へ
の
警
鐘
と
も
み
る
べ

き
だ
と
説
教
す
る）44
（

。

　

一
方
で
、
真
言
宗
内
部
で
は
、
文
観
の
名
は
邪
教
の
代
名
詞
で
は
な
く
、
空
海
研
究
の

文
脈
で
初
め
て
登
場
す
る
。
高
野
山
の
高
名
な
学
僧
・
長
谷
宝
秀
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
八
）

は
、
弘
法
大
師
に
関
す
る
講
演
会
で
、
空
海
筆
の
『
御
遺
告
』
を
高
野
山
へ
寄
進
し
た
と

い
う
文
観
の
事
跡
を
聞
き
、
初
め
て
こ
の
僧
に
興
味
を
持
っ
た
と
述
べ
て
い
る）45
（

。
つ
ま
り
、

こ
の
時
代
で
は
、
文
観
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）46
（

。
明
治

期
に
お
い
て
、
文
観
を
立
川
流
と
の
関
連
で
言
及
し
た
最
初
の
真
言
僧
は
、
小
島
昌
憲）47
（

で

あ
る
。
彼
は
、
真
言
宗
内
の
淫
祠
的
な
流
派
が
一
概
に
「
立
川
流
」
と
一
般
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
反
対
し
、
教
義
の
み
に
て
類
似
の
説
を
論
じ
た
「
理
論
派
」
と
、
教
義
の
何
た

る
か
さ
え
知
ら
ず
に
実
行
し
た
「
実
行
派
」
の
二
派
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、

真
言
宗
と
一
口
に
言
っ
て
も
一
枚
岩
で
は
な
く
、
修
験
宗
・
立
川
流
・
普
化
宗
（
虚
無
僧
）

ほ
か
に
僧
服
を
着
た
俗
人
が
混
在
し
、
徳
川
時
代
以
降
は
特
に
妻
帯
な
ど
本
来
の
真
言
僧
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に
お
い
て
は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
慣
習
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
と

本
来
の
真
言
宗
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
立
川
流
を
田
舎
の
風
俗
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
し
て
簡
単
に
片
づ
け
て
い
る）48
（

。
た
だ
し
、
こ
の
論
考
の
第
一
回
直
後
に
、「
事
我
が

宗
の
祖
師
に
關
す
る
者
決
し
て
輕
々
に
附
す
べ
き
者
に
非
ず
」
と
反
発
が
す
で
に
あ
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
ま
り
好
意
的
に
は
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）49
（

。
こ

れ
を
受
け
て
、
真
言
宗
内
で
「
立
川
流
」
研
究
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
荒
井
眞
盈

は
、
初
め
て
真
言
密
教
の
経
典
を
繙
き
な
が
ら
立
川
流
の
源
初
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
意

欲
的
論
考
を
発
表
す
る）50
（

。
こ
の
論
考
の
特
徴
は
、
立
川
流
を
一
方
的
に
非
難
の
対
象
に
せ

ず
教
義
に
お
い
て
は
一
定
の
評
価
を
与
え
、
立
川
流
に
分
類
さ
れ
る
仁
寛
や
文
観
個
人
を

全
面
的
に
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が
突
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
代
の
歴
史
的
潮

流
に
着
目
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る）51
（

。そ
れ
と
同
時
に
、僧
の
妻
帯
・
肉
食
の
是
非
を
め
ぐ
っ

て
当
時
紛
糾
し
て
い
た
仏
教
界
に
関
し
て
も
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
荒
井
に
と
っ
て
こ
れ

ら
は
対
比
さ
れ
う
る
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）52
（

。

　

明
治
維
新
後
、
版
籍
奉
還
・
廃
仏
棄
釈
に
よ
り
経
済
的
に
疲
弊
し
て
い
た
寺
院
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
僧
侶
に
妻
帯
肉
食
を
勧
告
（
許
容
）
す
る
布
告
が
出
さ
れ
る
。（
明

治
五
年
太
政
官
布
告
第
一
三
三
号）
53
（

）。
こ
れ
は
、
剃
髪
得
度
に
よ
り
出
家
者
と
な
る
僧
侶
の
公

的
身
分
を
、
近
代
的
な
国
制
法
に
合
致
し
な
い
宗
教
上
の
慣
行
と
し
て
否
認
し
た
動
き
と

も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
国
政
上
便
宜
的
な
も
の
で
、
一
部
の
僧
が
誤
解

し
た
よ
う
に
、
結
婚
・
性
交
の
強
制
で
は
な
く
、
従
来
通
り
戒
律
を
遵
守
す
る
か
否
か
は

個
人
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た）54
（

。
そ
の
一
方
で
、
近
世
以
降
の
仏
教
で
は
、
戒
律
の
遵
守

が
有
名
無
実
化
し
、
肉
食
妻
帯
の
破
戒
行
為
が
蔓
延
し
て
い
た
実
情
も
あ
っ
た）55
（

。
そ
の
た

め
、
僧
侶
の
妻
帯
が
公
権
力
に
よ
り
認
可
さ
れ
る
こ
と
は
、
戒
律
の
存
在
に
よ
り
か
ろ
う

じ
て
担
保
さ
れ
て
き
た
（
真
宗
を
除
く
）
仏
僧
の
「
聖
な
る
者
」
と
し
て
の
世
間
体
の
喪
失

に
つ
な
が
っ
た）56
（

。
新
時
代
に
対
応
す
る
べ
く
苦
慮
し
て
い
た
各
仏
教
宗
派
で
は
、
伝
統
復

帰
の
方
向
で
徹
底
的
な
戒
律
復
興
を
急
務
と
す
る
の
か
、
新
体
制
に
与
し
て
寺
院
の
没
落

に
歯
止
め
を
か
け
る
の
か
が
重
要
課
題
と
さ
れ
た）57
（

。
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
か
ら
詳
細
は

割
愛
す
る
が
、
明
治
三
十
年
代
頃
ま
で
、
仏
教
系
雑
誌
・
新
聞
『
明
教
新
誌
』、『
密
巌
教

報
』、『
六
大
新
報
』
な
ど
に
お
い
て
喧
々
諤
々
の
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
）
58
（

。
こ
れ
は
、
明
治
維
新
以
降
、
深
い
打
撃
を
こ
う
む
っ
て
き
た
仏
教
界
が
、
自
ら
の
存

在
意
義
を
問
わ
れ
る
よ
う
な
本
質
的
命
題
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
、
極
め
て
切
実
な
問
題
で

あ
っ
た
。

　

特
に
、
真
言
宗
の
密
教
学
僧
に
見
解
の
表
明
の
場
を
提
供
し
た
『
六
大
新
報
』
に
お
い

て
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
、
高
知
県
の
あ
る
真
言
僧
が
苦
悩
の
末
、
つ
い
に

自
ら
を
去
勢
し
た
こ
と
か
ら
妻
帯
論
・
女
犯
論
が
白
熱
化
す
る
。
こ
の
僧
は
、
か
つ
て
学

ん
で
い
た
高
野
山
の
学
僧
・
土
宜
法
龍
、
長
谷
宝
秀
に
対
し
て
も
弁
明
の
書
簡
を
送
っ
て

お
り
、
五
部
秘
経
を
繙
い
て
も
妻
帯
・
女
犯
を
擁
護
す
る
教
理
が
み
つ
か
ら
ず
、
苦
慮
し

た
末
に
世
間
に
向
け
て
身
の
清
廉
を
証
明
す
る
た
め
に
自
ら
去
勢
を
し
た
と
弁
明
し
て
い

る
）
59
（

。
現
行
の
法
と
既
存
の
倫
理
の
相
剋
を
真
摯
に
嘆
き
絶
望
し
た
結
果
、
こ
う
し
た
蛮
行

を
自
ら
に
強
い
る
僧
す
ら
現
れ
た
こ
と
は
、
高
野
山
の
理
知
的
な
高
僧
・
学
僧
に
も
衝
撃

を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
文
脈
で
立
川
に
つ
い
て
論
考
を
発
表
し
た
荒
井
眞
盈
は
、「
立
川
流
」
が

安
易
に
淫
祠
邪
教
の
一
環
と
し
て
全
面
否
定
さ
れ
る
世
相
と
、
世
の
潮
流
を
度
外
視
し
て

因
習
に
固
執
す
る
当
時
の
風
潮
を
比
較
し
、
固
定
観
念
に
基
づ
い
て
史
料
も
読
ま
ず
に
教

義
に
対
し
て
画
一
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
を
遠
回
し
に
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）60
（

。

水
原
堯
榮
の
立
川
流
研
究
も
、
仏
教
者
の
性
愛
問
題
と
い
う
当
時
喫
緊
の
課
題
を
か
か
え

た
世
相
を
背
景
に
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
最
初
の
論
考
「
立
川
流
聖
典
目
録
と
現
存
聖

教
の
内
容
に
就
い
て
」（
一
九
一
九
年
八
月
執
筆
、
一
九
二
〇
年
上
梓
）
の
結
論
で
展
開
さ
れ
る

問
題
設
定
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る）61
（

。「
今
や
平
和
來
の
高
唱
の
反
面
、
西
歐
に
は
大
亂
の

後
國
家
の
爲
め
、
民
族
の
爲
め
、
種
族
保
護
の
爲
め
と
か
に
て
國
に
由
り
て
は
法
律
を
以

4

4

4

4

て
男
女
關
係
を
強
要
せ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
傳
へ
ら
れ
る
、
思
ふ
に
是
等
は
形
を
か
へ
、
口
實
を
變
へ
た

る
立
川
流
の
出
現
に
あ
ら
ざ
る
か
、
人
道
上
許
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
の
顯
現
は
吾
等
を
し

て
身
に
粒
粟
を
生
ぜ
し
む
る
の
で
あ
る
。」（
五
七
七
頁
）
そ
し
て
、
八
百
年
前
よ
り
伝
え

ら
れ
た
「
立
川
哲
學
」
の
内
容
と
現
世
哲
学
の
関
連
性
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い

る
点
で
、
先
行
の
荒
井
眞
盈
の
意
を
汲
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る）62
（

。

　

高
野
山
で
も
、
男
女
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
明
治
五
年
の
僧
侶
妻
帯
の
勧
告
を
受
け

て
、
同
年
結
界
が
解
禁
さ
れ
女
人
の
登
山
参
拝
も
自
由
化
さ
れ
て
以
降
、
度
々
議
論
の
対

象
と
な
っ
た
。
公
権
力
の
圧
力
で
女
人
禁
制
が
解
か
れ
た
こ
と
を
、
高
野
山
の
歴
史
・
伝

統
・「
聖
性
」
つ
ま
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
蹂
躙
と
捉
え
る
僧
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
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る
。
そ
の
た
め
、
明
治
政
府
へ
の
反
発
が
早
く
か
ら
始
ま
り
、
布
告
御
取
消
の
嘆
願
書
が

提
出
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
肉
食
・
妻
帯
の
許
可
に
よ
る
山
内
の
風
紀
の
乱
れ
が
憂
慮
さ
れ
、

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
山
内
七
十
一
院
が
連
署
し
て
規
約
を
制
定）63
（

、
女
犯
肉
食

が
か
え
っ
て
厳
し
い
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り
、
一
時
期
は
女
狩
り
の
様
相
を
呈
し

た
。
し
か
し
、
社
会
的
な
変
化
に
伴
い
、
諸
規
則
の
遵
守
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
高
野
山
内
住
侶
の
結
婚
式
が
公
然
と
行
わ
れ
、
初
め
て
高
野
山

僧
侶
・
住
職
の
妻
帯
が
完
全
に
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）64
（

。

　

実
は
、
水
原
堯
榮
自
身
は
、
高
野
山
に
お
け
る
女
性
問
題
に
対
し
て
、
執
筆
活
動
を
通

じ
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
の
翌
年
に
著
さ
れ
た

『
女
性
と
高
野
山
』（
一
九
二
四
）
に
お
い
て
、
高
野
山
に
お
け
る
女
人
の
歴
史
を
、
源
初

の
明
神
信
仰
か
ら
明
治
の
太
政
官
布
達
以
後
ま
で
、
文
献
に
基
づ
く
実
証
的
方
法
で
論

じ
、
女
人
禁
制
が
、
実
態
と
し
て
は
幻
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
水
原

の
真
意
は
、
さ
ら
に
翌
一
九
二
五
年
に
出
た
論
考
で
よ
り
明
解
に
表
現
さ
れ
「「
女
人
禁

制
」
と
い
ふ
、
高
野
山
と
し
て
は
、
最
大
重
要
な
問
題
で
あ
つ
た
こ
と
が
ら
も
、
現
代
の

婦
人
か
ら
は
、
昔
の
夢
物
語
り
と
し
て
取
扱
は
れ
て
、
現
代
人
の
頭
を
支
配
す
る
何
物
を

も
持
つ
て
ゐ
な
い
。
い
は
ゞ
女
人
禁
制
と
い
ふ
こ
と
は
、
今
古
記
録
上
の
死
物
で
あ
る
。」

と
ま
で
述
べ
て
い
る）65
（

。
水
原
の
見
解
は
、
現
実
社
会
の
変
化
に
即
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

す
べ
き
で
あ
り
、
女
性
を
一
方
的
に
欲
情
の
対
象
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
女
性
も
等

し
く
文
化
に
貢
献
し
、
信
仰
と
教
養
を
必
要
と
す
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
極
め
て
理
性

的
・
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

水
原
堯
榮
の
「
立
川
」
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
現
実
的
視
点
が
貫
か
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
人
間
が
生
き
て
い
れ
ば
必
然
的
に
生
ず
る
「
性
慾
」
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
く）66
（

、
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
聖
者
の
本
分
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
立
川
流
」
を

始
め
た
任
寛
・
文
観
・
道
順
な
り
の
高
僧
は
、
こ
う
し
た
性
欲
克
服
・
浄
化
の
過
程
を
洗

練
さ
せ
究
め
よ
う
と
し
た
結
果
、
教
説
な
り
芸
術
的
儀
礼
を
生
も
う
と
試
み
た

4

4

4

と
理
解
し

て
い
る）67
（

。
し
か
し
、
そ
の
試
み
は
時
代
や
当
時
の
状
況
に
よ
り
失
敗
し
、
一
学
派
を
築
く

ど
こ
ろ
か
淫
祠
邪
教
や
迷
信
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
と
し
て）68
（

、
本
文
で
は
そ
の
変
遷

を
詳
し
く
追
っ
て
い
る
。
立
川
流
そ
の
も
の
が
結
果
と
し
て
邪
流
の
烙
印
を
お
さ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
理
論
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た

4

4

4

4

4

4

4

文
観
の
志
（
と
一
部
の
業
績
）
を
水
原
が
高

く
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る）69
（

。

　

こ
の
書
籍
の
新
刊
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
『
六
大
新
報
』（
大
正
十
二
年
、
一
〇
一
一
号
）
の

一
面
社
説
「
性
慾
道
徳
と
宗
教
」
に
は
、
極
端
な
貞
操
観
念
に
よ
り
生
け
る
人
間
を
律
す

る
こ
と
は
、
却
っ
て
人
間
の
自
由
を
束
縛
す
る
の
だ
か
ら
、
新
時
代
の
新
し
い
性
道
徳
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
男
女
の
性
欲
性
交
は
そ
も
そ
も
人
間
発
生
の
根
本
で
あ
り
、
こ
れ

が
不
浄
不
徳
で
あ
る
と
す
れ
ば
人
間
存
在
の
否
定
に
も
つ
な
が
る
危
険
な
虛
無
思
想
で
あ

る
。
真
言
密
教
は
、
既
成
宗
教
の
中
で
も
、
性
の
道
徳
を
有
す
る
点
で
は
特
別
な
の
で
あ

り
、
率
先
し
て
性
愛
の
「
淨
化
」
が
人
間
完
成
の
一
大
哲
理
で
あ
る
こ
と
を
説
く
べ
き
で

あ
る）70
（

、
と
い
っ
た
主
旨
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
水
原
の
立
川
研
究
の
意
義
を

汲
ん
で
お
り
、
こ
の
よ
う
な
新
時
代
の
性
愛
哲
学
の
啓
蒙
書
と
し
て
の
期
待
が
水
原
の
新

刊
に
か
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る）71
（

。

　

し
か
し
、
水
原
の
論
旨
は
、
複
雑
な
論
理
・
難
解
な
文
体
の
た
め
か
、
一
部
の
例
外
を

除
き
一
般
的
に
は
理
解
さ
れ
ず
、
数
々
の
「
非
難
攻
撃
」
を
受
け
た）72
（

。
こ
れ
は
、
水
原
に

よ
る
文
観
の
学
業
へ
の
評
価
と
、
立
川
流
へ
の
邪
流
と
し
て
の
判
断
の
区
別
が
付
け
づ
ら

い
こ
と
に
起
因
し
、
あ
る
書
評
は
「
立
川
流
に
對
す
る
著
者
の
根
本
思
想
が
確
定
し
て
ゐ

な
い
」
と
批
判
し
た）73
（

。
ま
た
、
文
観
を
立
川
流
の
後
継
者
も
し
く
は
完
成
者
と
確
定
す
る

た
め
の
徹
底
的
な
史
的
根
拠
に
欠
け
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
は
現
代
の
研
究
者
も
こ

ぞ
っ
て
水
原
研
究
に
対
し
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る）74
（

。
更
に
、
性
の
問
題
が
「
近
年
軟
弱

な
学
徒
」
の
間
で
話
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
あ
え
て
立
川
の
邪
義
を
堂
々
と
開
陳
す
る

よ
り
、「
一
た
い
性
の
問
題
は
理
趣
經
で
立
派
に
解
釋
が
出
來
て
ゐ
る
」
の
だ
と
も
提
言

さ
れ
る）75
（

。
実
際
、
水
原
の
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
出
版
の
七
年
後
に
、
や
は
り
高
野
山

の
学
僧
で
、
高
野
山
大
学
教
授
で
も
あ
っ
た
栂
尾
祥
雲
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
三
）
に
よ
る

『
理
趣
經
の
研
究）76
（

』
が
世
に
出
て
、
こ
ち
ら
の
著
作
は
現
代
の
真
言
宗
に
お
け
る
象
徴
的

次
元
で
の
欲
望
（
性
愛
）
肯
定
論
を
定
説
化
さ
せ
た
研
究
と
位
置
付
け
ら
れ
評
価
さ
れ
て

い
る）77
（

。

　

も
ち
ろ
ん
水
原
自
身
は
、
当
時
の
宗
教
界
の
知
識
人
同
様
、
い
わ
ゆ
る
「
立
川
流
由
来

の
邪
教
」
が
、
安
易
な
民
間
宗
教
と
し
て
現
代
ま
で
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
撲
滅
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る）78
（

。
著
作
出
版
を
機
に
催
さ
れ
た
高
野
山
大
学
で
の
講

演
会
で
も
、
誤
解
を
解
く
べ
く
邪
流
邪
法
の
打
破
を
唱
え
た）79
（

。
た
だ
、
表
題
に
「
邪
教
」
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の
二
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
様
々
な
誤
謬
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る）80
（

。
も
ち
ろ

ん
、
水
原
の
真
意
を
汲
ん
で
、
水
原
の
立
川
研
究
を
、
密
教
に
対
す
る
世
間
の
誤
解
を
解

こ
う
と
し
た
意
欲
作
と
理
解
を
示
す
評
も
あ
っ
た）81
（

。

　

確
か
に
、
一
般
社
会
に
お
け
る
水
原
の
著
作
の
影
響
は
大
き
く
、
こ
れ
以
後
数
々
の
書

籍
が
立
川
に
つ
い
て
言
及
す
る
よ
う
に
な
る
が
、「
立
川
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
の
強
さ
に

負
け
て
、
婉
曲
的
な
言
い
方
で
表
現
さ
れ
た
水
原
の
真
意
は
理
解
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

卑
猥
な
邪
教
と
し
て
の
「
立
川
流
」
と
い
う
範
疇
が
、
広
く
社
会
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
に

な
る）82
（

。
そ
の
現
象
が
端
的
に
表
出
さ
れ
た
の
が
、
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
第
二
次

宗
教
法
案
の
草
案
作
成
の
た
め
に
、
一
九
二
七
年
に
開
催
さ
れ
た
宗
教
制
度
調
査
会
で
あ

る
）
83
（

。
そ
こ
で
は
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
範
囲
で
、
国
体
に
合
う
既
成
の
宗
教
団
体

と
、
風
俗
壊
乱
の
迷
信
（
邪
教
）
が
区
別
さ
れ
、
そ
の
取
り
締
ま
り
と
分
別
方
法
が
論
じ

ら
れ
た
。
こ
の
文
脈
で
立
川
流
が
仏
教
の
邪
教
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
）
84
（

。
著
名
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
研
究
家
の
河
口
慧
海
に
至
っ
て
は
、
立
川
流
を
根
拠
と
し
て

真
言
宗
そ
の
も
の
の
否
定
に
つ
な
が
る
論
考
を
執
筆
し
た）85
（

。

　

ま
た
昭
和
五
年
か
ら
七
年
（
一
九
三
〇
〜
一
九
三
二
）
に
か
け
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ロ
・

グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と
言
わ
れ
る
文
芸
思
潮
の
ブ
ー
ム
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
立
川
流
の

主
題
は
、
こ
の
ブ
ー
ム
の
中
で
恰
好
の
対
象
と
し
て
消
費
さ
れ
た
側
面
も
あ
る
。
中
野
江

漢
『
回
春
秘
話
』（
一
九
三
三
）
や
『
邪
教
に
迷
は
さ
れ
た
人
　々

被
害
實
話
』（
一
九
三
六
）

は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
昭
和
七
年
に
連
載
さ
れ
た
井
上
吉
次
郎
の
文
観
小
説
も
、
こ
の
よ

う
な
大
衆
向
け
読
み
物
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
エ
ロ
・
グ
ロ
の
文
芸
思
潮
は
、
単
に
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
淫
乱
・
猥
褻

と
は
違
い
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
時
代
前
夜
に
お
け
る
庶
民
・
知
識
人
の
逼
塞
し
た
現
実
か
ら
の

逃
避
も
し
く
は
反
逆
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
も
並
ぶ
よ
う
な
婉
曲
的
な
反
権
力

闘
争
で
も
あ
っ
た
す
る
位
置
づ
け
も
存
在
す
る）86
（

。
こ
の
ブ
ー
ム
の
興
隆
し
た
時
期
は
、

ウ
ォ
ー
ル
街
に
端
を
発
し
た
世
界
恐
慌
が
日
本
に
上
陸
し
、
未
曾
有
の
不
況
が
日
本
社
会

を
覆
い
、
更
に
昭
和
五
年
年
末
に
時
の
内
閣
・
浜
口
首
相
が
狙
撃
さ
れ
、
軍
部
の
ク
ー
デ

タ
ー
未
遂
（
昭
和
六
年
三
月
）
が
勃
発
、
さ
ら
に
柳
条
溝
事
件
を
き
っ
か
け
に
満
州
事
変
が

始
ま
り
（
同
年
六
月
）、
日
本
が
戦
争
へ
の
道
を
ひ
た
進
ん
で
い
た
時
期
と
一
致
す
る
。
も

ち
ろ
ん
時
の
権
力
も
、
猟
奇
的
出
版
物
の
反
逆
的
な
匂
い
を
察
知
し
、
当
然
検
閲
・
発
禁

対
象
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
さ
中
で
人
目
を
ひ
く
新
聞
の
一

面
に
、
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
な
文
章
で
は
じ
ま
る
『
文
観
上
人
』
を
掲
載
す
る
に

は
、
そ
れ
な
り
に
言
論
人
と
し
て
の
気
概
を
必
要
と
し
た
に
違
い
な
い）87
（

。
つ
ま
り
、
井
上

吉
次
郎
は
奇
を
衒
う
た
め
に
こ
の
小
説
を
安
易
に
連
載
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。

し
か
も
、
小
説
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
三
七
年
の
時
点
で
は
、
す
で
に
エ
ロ
・
グ
ロ
の
ブ
ー

ム
は
下
火
と
な
っ
て
い
た）88
（

。

　

た
だ
し
、
性
的
な
場
面
も
多
数
含
む
小
説
を
、
堂
々
と
新
聞
の
一
面
へ
発
表
す
る
の
を
、

生
涯
不
犯
を
通
し
た
高
野
山
の
高
僧
・
水
原
が
な
ぜ
許
容
し
た
の
か
が
疑
問
と
し
て
残

る
）
89
（

。
間
違
っ
た
立
川
流
像
や
文
観
像
が
流
布
す
る
の
を
危
惧
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
小
説
の
出
版
後
も
、
井
上
吉
次
郎
が
高
野
山
の
末
寺
の
住
職
に
な

れ
る
よ
う
水
原
が
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
段
親
し
い
つ
き
合
い
を
断
絶
し
て
い

な
か
っ
た
と
う
か
が
え
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
水
原
は
物
を
書
く
こ

と
を
生
業
と
す
る
人
間
を
警
戒
す
る
ど
こ
ろ
か
、そ
の
交
流
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
第
一
節
末
尾
に
お
い
て
、「
明
神
の
女
や
稚
児
と
文
観
が
か
ら
む
場
面
が
無

意
味
に
長
く
続
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
小
説
の
一
つ
の
謎
と
な
っ
て
い
る
」
と
自

問
し
た
。
こ
の
問
い
は
、
水
原
が
井
上
吉
次
郎
の
『
文
観
上
人
』
を
な
ぜ
否
定
し
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
疑
問
と
関
連
し
て
い
る
。

　

小
説
は
、
文
観
が
大
成
し
た
修
法
を
執
り
行
う
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
表

現
す
る
「
和
合
水
に
髑
髏
を
染
め
る
こ
と
百
二
十
度
」
と
い
っ
た
文
言
は
、『
受
法
用
心

集
』
の
儀
礼
の
核
心
部
分
に
触
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
観
を
邪
教
・
立
川
流
と
結
び
つ
け

よ
う
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
の
下
に
執
筆
さ
れ
た
『
宝
鏡
鈔
』
の
も
た
ら
す
文
観
異
端
像
を

一
見
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
一
方
で
、
研
究
篇
で
は
、
文
観
の
著
作
が
『
受
法
用

心
集
』
に
あ
る
教
理
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（『
文
観
上
人
』
一
〇
三
、

一
一
九
頁
）。
さ
ら
に
「
文
觀
は
、
前
後
の
立
川
流
派
の
如
き
も
の
と
趣
き
を
異
に
し
て
居

る
が
、
そ
の
比
注
﹇
文
観
の
著
作
『
註
理
趣
経
』﹈
が
極
は
ど
い
と
こ
ろ
ま
で
行
つ
て
て

危
険
だ
…
…
文
觀
を
立
川
流
の
大
成
者
と
解
し
て
も
思
想
史
的
に
は
正
し
い
。
し
か
し
、

文
觀
は
、
所
謂
立
川
流
の
派
僧
で
は
な
か
っ
た
。
立
川
流
で
行
動
し
て
居
な
い
。」（
一
七

〇
〜
一
七
一
頁
）
と
い
う
見
解
に
達
し
て
お
り
、
小
説
と
研
究
の
間
に
齟
齬
を
き
た
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
小
説
の
記
述
も
本
来
『
受
法
用
心
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
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な
過
激
な
記
述
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
儀
礼
を
忠
実
に
修
法
し

た
と
も
明
確
に
言
っ
て
い
な
い
。
こ
の
場
面
全
体
が
、
あ
た
か
も
文
観
の
妄
想
で
あ
る
か

の
よ
う
な
描
写
で
あ
る
。

「
怪
奇
な
想
念
に
、
座
主
、
地
位
を
忘
れ
る
。」（
八
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
文
観
修
法
の
部
分
は
、
小
説
の
他
の
部
分
と
異
な
り
一
切
完
了
形
を
使
用

し
な
い
文
体
で
、
文
観
が
実
際
に
髑
髏
を
用
い
、
女
人
と
交
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
儀
礼
と

し
て
行
っ
た
の
か
、
教
理
上
の
も
の
と
し
て
観
想
し
た
の
か
が
曖
昧
な
描
き
方
と
な
っ
て

い
て
、
最
終
的
な
結
論
は
読
者
に
委
ね
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

こ
の
本
格
的
な
邪
教
と
一
線
を
ひ
い
た
文
観
理
解
は
、
研
究
篇
に
お
い
て
も
確
認
で
き

る
。
上
述
の
よ
う
に
、「
文
觀
を
立
川
流
の
大
成
者
と
解
し
て
も
思
想
史
的
に
は
正
し
い
。

し
か
し
、
文
觀
は
、
所
謂
立
川
流
の
派
僧
で
は
な
か
っ
た
。
立
川
流
で
行
動
し
て
居
な
い
」

と
あ
る
が
、
こ
の
井
上
吉
次
郎
の
文
観
評
価
は
、
性
愛
を
直
視
し
た
が
故
に
教
理
を
編
み

出
す
に
至
っ
た
と
い
う
、
水
原
の
文
観
理
解
と
相
合
す
る
（
水
原
は
、
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た

「
邪
教
」
を
糾
弾
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
井
上
も
同
様
で
あ
る
）。
人
間
本
来
の
性
欲
を
直

視
し
、
そ
れ
と
葛
藤
し
た
結
果
、
性
欲
を
浄
化
す
る
た
め
に
教
理
・
儀
礼
を
創
ろ
う
と
し

た
文
観
の
志
を
、
水
原
が
「
真
言
密
教
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み

る
と）90
（

、
井
上
吉
次
郎
の
小
説
は
、
あ
る
程
度
水
原
の
意
を
汲
み
執
筆
さ
れ
た
と
推
測
で
き

る
。（
こ
の
推
測
に
は
、
官
能
を
高
尚
な
も
の
に
描
い
た
美
し
さ
を
評
価
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
『
文

観
上
人
』
の
新
刊
広
告
の
文
言
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る）
91
（

。）

　

登
場
人
物
に
歴
史
上
重
要
な
人
物
が
現
れ
な
い
の
も
、
出
来
事
よ
り
も
文
観
の
心
象
風

景
に
読
者
の
注
目
を
惹
起
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
魅
惑
的
な
女
や
稚
児
は
、
主
人
公
・

文
観
の
煩
悶
や
懊
悩
（
広
告
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
心
の
悪
魔
の
誘
惑
」）
の
引
き
金
に
す
ぎ
ず
、

こ
う
し
た
感
情
を
克
服
し
諦
念
の
境
地
に
い
た
っ
た
文
観
が
、
尋
常
な
ら
ざ
る
修
法
の
創

造
へ
い
た
る
上
で
の
重
要
な
因
子
で
あ
る
。
す
べ
て
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
修
法
場
面
を

準
備
す
る
、
文
観
の
精
神
的
な
彷
徨
の
過
程
を
描
く
た
め
の
モ
チ
ー
フ
な
の
で
あ
る）92
（

。

　

ま
た
、
妻
帯
是
非
論
・
高
野
山
女
人
参
拝
是
非
論
・
僧
侶
の
去
勢
事
件
な
ど
当
時
の
真

言
僧
を
と
り
ま
い
て
い
た
社
会
的
問
題
を
背
景
に
立
川
流
研
究
を
進
め
て
い
た
水
原
の
立

脚
点
を
考
え
る
と
、
井
上
は
、
文
観
の
姿
を
借
り
て
、
水
原
を
含
む
当
時
の
真
言
宗
の
僧

侶
が
直
面
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
葛
藤
を
リ
ア
ル
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　

水
原
堯
榮
は
、『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
以
後
、
補
足
史
料
の
論
考
を
発
表
し
た
の
を

例
外
と
し
て）93
（

、
立
川
流
や
文
観
に
関
す
る
書
籍
を
新
た
に
出
版
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

自
身
の
立
川
研
究
の
真
意
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
り
、
小
説
の
形
で
文
士
に

自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
そ
う
と
し
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
水
原
が
彼
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
属
し
た
文
献
を
、
井
上
に
自
由
に
利
用
さ
せ

た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
推
測
で
き
る
。

　

水
原
が
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
も
未
だ
に
立
川
流
の
研
究
を
続
け
て

い
た
こ
と
が
、
文
豪
・
谷
崎
潤
一
郎
と
の
交
流
か
ら
分
か
る
。
谷
崎
は
、
昭
和
六
年
（
一

九
三
六
年
）
年
五
月
か
ら
、
密
教
研
究
と
称
し
て
高
野
山
龍
衆
院
内
の
泰
雲
院
に
籠
も
っ

て
い
た
が
、
内
情
は
財
政
的
に
逼
迫
し
て
税
金
の
督
促
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
高
野
山
に
転

居
し
て
い
た
の
で
あ
る）94
（

。
こ
の
と
き
、
谷
崎
は
二
番
目
の
妻
・
丁
未
子）95
（

と
結
婚
し
た
直
後

で
、
一
二
〇
日
間
ほ
ど
高
野
山
に
居
住
し
執
筆
活
動
に
励
ん
だ）96
（

。
こ
の
時
期
の
生
活
的
な

側
面
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
の
が
、
丁
未
子
夫
人
の
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
第
一
報
の
抜
粋

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
六
年
五
月
二
十
一
日
和
歌
山
県
高
野
町
龍
衆
院
内
奏
雲
院　

谷
崎
丁
米
子
よ
り

妹
尾
き
み
子
様
あ
て

（
中
略
）
夜
の
八
時
過
ぎ
に
目
的
地
の
親
王
院
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
ゝ
の
和
尚
（
水
原

堯
榮
）
は
学
者
な
の
で
大
変
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
、
そ
の
上
非
常
に
親
切
な
の
で
何

も
彼
も
大
変
好
都
合
に
参
り
ま
す
（
…
）
と
に
か
く
非
常
に
面
白
い
所
で
、
自
由
に

立
川
流
な
ど
も
研
究
で
き
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
出
か
け
下
さ
い）97
（

。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
谷
崎
も
ま
た
立
川
流
研
究
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ほ
か
に
も
以
下
の
様
な
回
想
や
手
紙
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
谷
崎
が
ひ
や
か
し
で
は
な
く
、

か
な
り
真
面
目
に
水
原
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

仏
教
信
者
で
な
い
も
の
は
御
馳
走
（
親
王
院
の
出
し
て
い
た
精
進
料
理
）
の
た
め
に
南
無

親
王
院
様
南
無
親
王
院
様
と
あ
り
が
た
が
っ
て
い
る
が
十
八
道
を
伝
授
し
て
も
ら
っ

て
今
に
大
居
士
と
な
る
の
だ
と
い
っ
て
毎
日
香
を
焚
い
た
り
印
を
結
ん
だ
り
し
て
い

る
潤
一
郎
は
な
か
な
か
信
仰
が
厚
い
ら
し
い）98
（

。

さ
ら
に
、
書
簡
に
は
以
下
の
様
に
あ
る
。

昭
和
六
年
九
月
十
一
日
高
野
山　

谷
崎
丁
よ
り
妹
尾
君
子
様
あ
て
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此
の
頃
毎
午
後
親
王
院
へ
通
つ
て
十
八
道
と
お
経
の
お
け
い
こ
で
す
。
明
日
あ
た
り

か
ら
私
も
始
め
や
う
と
お
も
つ
て
居
り
ま
す）99
（

十
八
道
と
は
、
真
言
の
阿
闍
梨
に
な
る
た
め
の
加
行
の
第
一
段
階
で
、
様
々
な
尊
格
へ
の

儀
礼
修
法
の
次
第
で
あ
り
、
具
体
的
に
儀
礼
の
道
場
の
建
立
の
方
法
を
学
び
、
仏
の
供
養

と
し
て
行
わ
れ
る
真
言
と
印
契
を
習
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
谷
崎
が
水
原
堯
榮
に
傾
倒
し

て
い
た
様
子
は
、
谷
崎
の
弟
・
谷
崎
終
平
も
書
き
記
し
て
い
る）100
（

。

　

水
原
師
も
親
王
院
の
住
持
と
し
て
無
聊
を
か
こ
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
連

日
自
ら
喜
ん
で
教
え
を
授
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
時
実
際
に
水
原
か
ら
密

教
の
教
え
を
受
け
た
だ
け
で
な
く）101
（

、
水
原
は
夜
ふ
け
ま
で
高
野
の
天
狗
や
狐
狸
の
伝
説
を

面
白
お
か
し
く
語
り
続
け）102
（

、
谷
崎
に
写
本
も
見
せ
た
と
い
う）103
（

。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
聞
き

書
き
風
に
話
し
言
葉
の
ま
ま
書
か
れ
た
の
が
、
昭
和
六
年
後
半
か
ら
翌
年
に
よ
り
執
筆
さ

れ
た
『
紀
伊
国
狐
憑
漆
搔
語）104
（

』
で
あ
る）105
（

。
さ
ら
に
高
野
山
増
福
院
に
所
蔵
さ
れ
る
古
文
書

を
閲
覧
し
た
う
え
で
、『
覚
海
上
人
天
狗
に
な
る
事）106
（

』、
ま
た
増
福
院
が
所
蔵
す
る
天
狗
の

骨
を
観
覧
し
て
の
随
筆
「
天
狗
の
骨
」
が
著
さ
れ
た）107
（

。『
少
将
滋
幹
の
母
』
に
お
け
る
不

浄
観
を
行
す
る
場
面
は
、
水
原
堯
榮
の
手
ほ
ど
き
で
知
っ
た
真
言
密
教
の
古
義
を
参
考
に

執
筆
さ
れ
た）108
（

。
な
お
谷
崎
死
後
の
机
上
に
は
「
書
か
れ
ざ
る
次
作
」
の
メ
モ
が
遺
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
創
作
メ
モ
に
は
密
教
的
雰
囲
気
に
近
い
字
句
や
登
場
人
物
な
ど
が
あ
っ

て
、
立
川
流
か
密
教
に
取
材
し
た
作
品
の
構
想
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る）109
（

。
お
そ
ら

く
、
こ
れ
も
水
原
に
師
事
し
た
成
果
で
あ
ろ
う
。
性
愛
の
浄
化
・
神
聖
視
は
、
谷
崎
が
小

説
の
主
題
と
し
て
得
意
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
完
成
し
て
い
れ
ば
ど
の
よ
う
な
作
品

が
出
来
て
い
た
の
か
興
味
は
つ
き
な
い
。

四
．
井
上
吉
次
郎
作
成
文
観
著
作
リ
ス
ト

　

水
原
堯
榮
は
、
文
観
関
連
史
料
が
散
逸
し
、
そ
の
著
作
の
全
貌
が
把
握
出
来
な
い
の
を
、

著
作
で
悔
や
ん
で
い
る）110
（

。
近
年
の
文
観
研
究
の
発
展
の
大
き
な
起
動
力
と
な
っ
た
の
は
、

散
逸
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
文
観
執
筆
の
テ
ク
ス
ト
や
図
像
の
所
在
が
徐
々
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
か
つ
て
網
野
が
提
唱
し
た
よ
う
な
異
類
の
僧

と
し
て
の
文
観
像
の
再
考
を
う
な
が
す
だ
け
で
な
く
、
中
世
密
教
儀
礼
の
世
界
を
再
構
築

す
る
可
能
性
も
秘
め
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
文
観
の
伝
記
に
関
す
る
一
次
史
料
（
文
観
の
弟
子
宝
蓮
に
よ
る
『
瑜
伽
伝
灯

鈔
』）
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に）111
（

、
内
田
啓
一
に
よ
る
美
術
作
品
の
発
掘）112
（

、

阿
部
泰
郎
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
文
観
著
作
聖
教
群
の
再
発
見
が
主
立
っ

た
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る）113
（

。
ま
た
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
彌
永
信
美
は
、「
立
川
流
」

と
い
う
邪
教
の
枠
組
み
そ
の
も
の
が
、
仮
想
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
想
史
上
導
き
出

し
た）114
（

。
つ
ま
り
、
現
在
の
文
観
研
究
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
邪
教

立
川
流
」
の
枠
組
み
で
は
把
握
で
き
な
い
規
模
の
可
能
性
を
秘
め
た
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、「
立
川
流
」
と
い
う
邪
流
の
存
在
を
前
提
と
し
、
ま
た
文
観
と
「
立
川
流
」

の
関
係
を
問
題
基
軸
と
し
て
掲
げ
る
水
原
堯
榮
の
研
究
、
さ
ら
に
そ
れ
に
依
拠
す
る
井
上

吉
次
郎
の
小
説
は
、
宗
教
家
の
性
愛
問
題
と
い
う
当
時
の
社
会
的
問
題
が
実
感
で
き
な
い

現
代
人
の
目
か
ら
は
、
精
彩
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う

に
、
水
原
堯
榮
と
の
特
別
な
関
係
か
ら
閲
覧
で
き
た
史
料
を
井
上
が
引
用
し
て
い
た
こ
と

を
鑑
み
る
と
、
こ
の
著
作
は
戦
前
に
お
け
る
高
野
山
の
史
料
状
況
の
記
録
と
し
て
、
そ
れ

自
体
に
史
的
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
多
く
は
、
現
在
ど
こ
に
あ
る
か
、

現
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

小
説
は
、
文
観
に
よ
る
修
法
創
造
の
過
程
が
高
野
山
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
想
定

し
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
に
は
宥
快
の
『
宝
鏡
鈔
』
の
既
述
だ
け
で
な
く
、
専
ら

高
野
山
に
お
い
て
井
上
吉
次
郎
が
多
く
の
文
観
関
係
史
料
を
閲
覧
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
井
上
吉
次
郎
の
研
究
に
お
い
て
特
に
着
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
に

よ
る
一
九
三
七
年
時
点
で
の
文
観
の
著
作
の
目
録
で
あ
る
。
以
下
そ
の
リ
ス
ト
を
引
用
す

る
（
な
お
、
リ
ス
ト
内
に
あ
る
「
未
發
見
」
の
表
記
は
井
上
に
よ
る）115
（

。）：

一
、
觀
音
経
祕
鍵
一
巻
（
未
發
見
）

一
、
註
理
趣
經
四
巻　
　
　
　
　
　
　

興
國
四
年
十
二
月

一
、
理
趣
經
法
一
巻　
　
　
　
　
　
　

延
元
四
年
六
月
七
日

一
、
理
趣
經
経
法　
　
　
　
　
　
　
　

延
元
四
年
六
月
廿
九
日

一
、
大
毘
盧
遮
那
佛
眼
法
一
巻　
　
　

延
元
二
年
九
月
廿
一
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
地
蔵
菩
薩
法
最
祕
一
巻　
　
　
　

延
元
二
年
十
二
月
七
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）
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一
、
般
若
心
經
法
一
巻　
　
　
　
　
　

延
元
三
年
二
月
十
七
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
千
鉢
文
殊
法
甚
祕
一
巻　
　
　
　

延
元
三
年
五
月
一
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
釋
迦
法
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　

延
元
四
年
五
月
二
日

一
、
如
寶
八
字
文
殊
法
一
巻　
　
　
　

延
元
四
年
六
月
二
十
八
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
普
賢
延
命
法
一
巻　
　
　
　
　
　

延
元
四
年
七
月
一
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
弘
眞
祕
要
抄
（
未
發
見
文
書
）　
　

記
諸
尊
口
決

一
、
祕
決
一
括　
　

前
僧
正
弘
眞

一
、
三
觀
私
抄
一
冊　

内
題
灌
頂
密
印
言
觀
観
念
修
行

一
、
具
支
灌
受
職
祕
決
一
巻　
　
　
　

正
中
三
年
正
月
一
日

 

（
井
上
に
よ
る
と
、「
メ
モ
風）
116
（

」）

一
、
三
毒
三
圓
訣
（
未
發
見
文
書
）

一
、
梵
漠
同
名
綱
釋　
　
　
　
　
　
　

正
平
丁
酉
八
月
自
跋

一
、
瑜
祇
經
法
一
巻　
　
　
　
　
　
　

延
元
四
年
六
月
六
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
小
野
弘
祕
鈔　
　
　
　
　
　
　
　

延
元
元
年
五
月
四
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

一
、
仁
王
經
法
日
記
一
篇　
　
　
　
　

建
武
二
年
十
月
廿
一
日

 

（
井
上
に
よ
る
奥
書
の
筆
写
あ
り
）

　

以
上
の
井
上
に
よ
る
文
観
著
作
の
目
録
は
、
東
寺
宝
菩
提
院
所
蔵
の
聖
教
で
『
大
日
本

史
料
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の）117
（

お
よ
び
『
続
伝
燈
広
録
』
に
お
い
て
文
観
に
仮
託
さ
れ

て
い
る
も
の
と
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る）118
（

。
な
お
、
水
原
堯
榮
も
研
究
に
お
い
て
言
及
し

て
い
た
『
御
遺
告
大
事
』
が
こ
の
リ
ス
ト
に
な
い
理
由
は
、
お
そ
ら
く
水
原
自
身
が
、
こ

の
聖
教
を
文
観
の
師
匠
・
道
順
の
作
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
見
を
井
上
も
踏
襲
し
た
た
め

で
あ
ろ
う）119
（

。

　

リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
場
所
ご
と
に
ま
と
め
て
み
る

と
、
左
上
の
表
の
よ
う
に
な
る）120
（

。

　

ま
た
、
文
観
研
究
と
は
か
か
わ
ら
な
い
が
、
現
在
は
忍
術
研
究
の
最
重
要
史
料
と
し
て

名
高
い
も
の
の
、
当
時
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
萬
川
集
海
』
を
最
初
に
言
及
し

た
の
も
、
井
上
吉
次
郎
で
あ
る）121
（

。
し
か
も
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
翻
刻
の
底
本
と
な
っ

て
い
る
大
原
本
（
内
閣
文
庫
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）
だ
け
で
は
な
く
、
伊
賀
上
野
の
勝
矢
氏
所

蔵
な
る
二
五
巻
全
巻
本
や
、
澤
村
家
に
伝
わ
る
と
い
う
写
本
の
存
在
を
言
及
す
る
な
ど
し

て
い
る）122
（

。
土
地
勘
の
あ
っ
た
新
聞
記
者
な
ら
で
は
の
足
を
使
い
旧
家
を
訪
ね
る
実
地
調
査

で
、
個
人
蔵
の
史
料
群
に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
現
代
の

研
究
者
に
は
中
々
入
り
込
め
な
い
地
域
密
着
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
自
ら
作
り
、

独
自
に
史
料
の
在
所
を
把
握
で
き
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
井
上
吉
次
郎

の
史
料
発
掘
の
業
績
を
み
る
と
、『
文
観
上
人
』
に
附
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
価
値

は
注
目
に
値
し
、
新
た
な
史
料
の
再
発
掘
が
期
待
で
き
る
所
以
で
あ
る
。

　

未
確
認
文
書
の
リ
ス
ト
内
の
『
弘
眞
秘
要
抄
』
は
、
現
在
そ
の
存
在
が
確
認

さ
れ
て
い
る
『
秘
密
最
極
抄
』
や
『
最
極
秘
密
抄
』
と
タ
イ
ト
ル
が
類
似
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
点
の
文
書
の
い
ず
れ
か
を
指
し
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
（
既
に
当
時
未
発
見
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
『
弘
眞
秘
要
抄
』
の
タ
イ
ト
ル
も
伝
聞
で
、

確
実
な
タ
イ
ト
ル
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。『
梵
漠
同
名
綱
釋
』
は
、
遅
く
と

も
十
四
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
梵
漢
同
名
釋
義）123
（

』
と
の
関
連
が
疑
わ
れ
る
。

東
寺
宝
菩
提
院
所
蔵

『
大
日
本
史
料
』
所
収

『
続
伝
燈
広
録
』

東
寺
三
密
蔵

未
確
認
文
書

理
趣
経
法
一
巻
（
奥
書
の
み
）

理
趣
経
法

大
毘
盧
遮
那
仏
眼
法
一
巻

地
蔵
菩
薩
法
最
秘
一
巻

般
若
心
経
法
一
巻

千
鉢
文
殊
法
甚
秘
一
巻

釋
迦
法
一
巻

如
寶
八
字
文
殊
法
一
巻

普
賢
延
命
法
一
巻

瑜
祇
経
法
一
巻

小
野
弘
秘
鈔

観
音
経
秘
鍵
一
巻

（
未
發
見
文
書
）

三
毒
三
圓
訣

（
未
發
見
文
書
）

註
理
趣
経

弘
眞
秘
要
抄
（
未
發
見
文
書
）

秘
決
一
括　

前
僧
正
弘
眞

三
観
私
抄
一
冊

具
支
灌
受
職
秘
決
一
巻

梵
漠
同
名
綱
釋

仁
王
経
法
日
記
一
篇
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建
武
二
年
の
奥
書
を
有
す
る
『
仁
王
経
法
日
記
一
篇
』
も
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
仁
王
経
法
に

関
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
が
、
文
観
の
伝
記
が
あ
る
『
瑜
伽
伝
灯

鈔
』
に
お
い
て
仁
王
経
法
に
関
す
る
記
述
が
二
回
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
文
観
著
作
と

し
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。
今
後
の
各
地
の
調
査
で
、
新
た
に
文
観
著

作
が
出
現
し
、
再
確
認
さ
れ
る
契
機
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

五
．
お
わ
り
に

　

井
上
吉
次
郎
著
『
文
観
上
人
』
の
誕
生
に
は
、
言
論
人
や
小
説
家
と
の
交
流
を
大
切
に

し
た
高
野
山
の
知
の
巨
人
・
水
原
堯
榮
の
存
在
が
関
与
し
て
い
た
。
こ
の
小
説
の
存
在
自

体
が
、
仏
僧
と
り
わ
け
真
言
僧
の
性
愛
問
題
と
い
う
社
会
問
題
に
対
峙
し
て
い
た
戦
前
の

高
野
山
の
学
問
動
向
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
現
代
の
研
究
者
が
結
果
論
か
ら
み
る
と
、

こ
う
し
た
学
問
の
成
果
が
、
水
原
堯
榮
の
意
に
反
し
て
、
逆
に
邪
教
と
し
て
の
「
立
川
流
」

像
の
再
構
築
・
定
着
に
影
響
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
皮
肉

と
言
え
る
。

　

水
原
堯
榮
の
業
績
は
、
研
究

史
の
一
部
と
し
て
そ
れ
自
体
が

歴
史
研
究
の
対
象
と
は
な
っ
て

来
な
か
っ
た）124
（

。
冒
頭
に
述
べ
た

よ
う
に
、
黒
板
勝
実
、
藤
懸
静

也
、
中
村
直
勝
と
い
っ
た
初
期

の
研
究
者
の
一
部
は
、
史
料
分

析
を
通
じ
、
す
で
に
「
邪
教
」

と
し
て
の
立
川
流
観
や
文
観
と

異
端
と
の
関
連
を
疑
問
視
し
て

い
た
。
一
方
、
近
年
の
網
野
史

学
が
、
水
原
堯
榮
が
描
き
井
上

吉
次
郎
が
継
承
し
た
「
立
川

流
」
観
を
曲
解
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
殊
な
立
川
流
理
解
が
最
近
の
史
学
界
に
浸
透
し
、
受
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
も
、
立
川
流
研
究
が
開
始
さ
れ
た
当
初
の
背
景
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
無

か
っ
た
た
め
に
、
な
ぜ
極
め
て
偏
っ
た
文
観
像
・
立
川
流
理
解
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
か
は
不
透
明
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
井
上
吉
次
郎
に
よ
る
『
文
観
上
人
』
は
、
昭
和
初
期

の
立
川
流
研
究
の
一
端
を
伝
え
る
研
究
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
研
究
史
の
史
料
で
も
あ

る
。
小
説
が
、
水
原
堯
榮
の
形
成
し
て
い
た
学
術
的
な
サ
ー
ク
ル
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
研
究
の
目
的
や
視
座
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
現

在
の
研
究
の
依
拠
し
て
き
た
学
術
的
背
景
が
具
体
的
に
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う

し
た
視
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
、
新
し
い
見
地
を
築
く
た
め
の
糧
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

注（1
）　

井
上
吉
次
郎
『
文
観
上
人
』（
人
文
書
院
、
一
九
三
七
年
）
三
頁
。
井
上
吉
次
郎
の
著
作
の
多

く
は
、
現
在
国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
閲
覧
可
能
だ
が
、『
文
観

上
人
』
は
ま
だ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
運
良
く
古
書
店
で
購
入
で
き
た
が
、

日
本
国
内
の
大
学
図
書
館
数
カ
所
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
程
入
手
困
難
な
書
物
で
は
な
い
。

（
2
）　

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
夕
刊
に
て
、
芥
川
龍
之
介
が
自
身
の
最
初
の
本
格
的
新
聞

小
説
と
し
て
連
載
し
た
『
戯
作
三
昧
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
ろ
う
。

（
3
）　

一
九
三
〇
年
代
の
大
阪
毎
日
新
聞
へ
の
連
載
小
説
に
関
し
て
は
、
高
木
健
夫
﹇
編
﹈『
新
聞
小

説
史
年
表
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
4
）　
『
現
代
日
本
画
美
人
画
全
集
第
三
巻　

北
野
恒
富
／
中
村
大
三
郎
』（
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）

一
二
七
頁
。
中
村
は
、
本
が
刊
行
さ
れ
た
際
の
装
丁
も
担
当
し
て
お
り
、
外
箱
の
仕
上
が
り
も
含

め
出
来
映
え
は
な
か
な
か
瀟
洒
な
も
の
で
あ
る
。
刊
行
本
内
に
は
、
中
村
に
よ
る
白
描
の
口
絵
が

六
葉
納
め
ら
れ
お
り
、
中
に
は
胸
を
は
だ
け
た
お
す
べ
ら
か
し
の
女
性
や
、
稚
児
を
抱
く
文
観
図

な
ど
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
衝
撃
的
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
絵
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
挿
絵

は
十
九
回
分
十
九
葉
あ
り
、
本
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
最
終
回
の
新
聞
紙
上
の
挿
絵
は
、
東
寺

の
談
義
本
尊
（
台
座
に
座
し
た
有
名
な
弘
法
大
師
像
）
風
の
空
海
に
、
全
裸
の
し
ど
け
な
い
女
性

が
よ
り
そ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
（
図
二
参
照
）。
中
村
自
身
は
、
官
能
的
と
い
う
よ
り
健

康
・
明
朗
・
知
性
的
な
近
代
美
人
を
画
く
こ
と
を
得
意
と
し
た
画
家
で
あ
る
。
前
掲
書
九
四
〜
九

五
頁
。

（
5
）　

広
告
は
、
筆
者
私
蔵
『
文
観
上
人
』
の
末
尾
に
あ
っ
た
も
の
を
参
照
。
頁
番
号
の
記
載
は
無
い

が
一
八
七
頁
に
あ
た
る
。『
弘
法
大
師
空
海
』
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
空
海
一
一
〇
〇

年
御
遠
忌
を
記
念
し
て
、
同
年
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
直
木
の
急
死
後
釈
瓢
斎
に
よ
り
完

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

図二　大阪毎日新聞夕刊 1932年７月 30日一面
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（
6
）　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
随
筆
は
『
通
信
と
対
話
と
独
語
と
│
│
続
・
記
者
と
学
問
の
間
』

（
井
上
吉
次
郎
賀
寿
記
念
出
版
刊
行
会
、
一
九
六
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）　

宗
派
替
え
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
文
観
に
は
法
名
が
二
つ
あ
り
、
律
僧
と
し
て
の
名
前
は
殊
音
、

真
言
僧
と
し
て
は
弘
真
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
通
称
と
し
て
最
も
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
房

号
「
文
観
」
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
文
観
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
内
田
啓
一
『
文
観
房

弘
真
と
美
術
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
六
年
）
三
二
三
〜
三
五
一
頁
掲
載
の
表
を
参
照
。

（
8
）　

網
野
善
彦
「
異
形
の
王
権
│
│
後
醍
醐
・
文
観
・
兼
光
」（『
異
形
の
王
権
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
一
九
九
〇
年
）
一
九
五
〜
二
六
二
頁
。（
初
版
は
一
九
八
六
年
）。
戦
前
の
研
究
に
つ
い
て

は
、
本
稿
第
三
節
を
参
照
。

（
9
）　

彌
永
信
美
「
密
教
儀
礼
と
「
念
ず
る
力
」
│
│
『
宝
鏡
鈔
』
の
批
判
的
検
討
お
よ
び
『
受
法
用

心
集
』
の
「
髑
髏
本
尊
儀
礼
」
を
中
心
と
し
て
」（
松
本
郁
代
﹇
編
﹈『
儀
礼
の
力
│
│
中
世
宗
教

の
実
践
世
界
』
法
藏
館
、
二
〇
一
〇
年
）
一
二
七
〜
一
五
八
頁
、
同
「
立
川
流
と
心
定
『
受
法
用

心
集
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）
一
三
〜
三
一
頁
。

（
10
）　

現
在
は
、
彌
永
信
美
な
ど
の
研
究
に
よ
り
、
宥
快
に
よ
る
こ
の
「
立
川
流
」
と
い
う
範
疇
そ
の

も
の
が
仮
想
的
な
も
の
だ
っ
た
と
す
る
見
方
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、「
立
川
流
」
と
い

う
真
言
宗
の
一
派
（
血
脈
）
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
他
の
同
時
代
の
血
脈
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
か
っ
た
。
彌
永
、
前
掲
論
文
、
柴
田
賢
龍
「
仁
寛
」
な
ど
（『
日
本
密
教
人
物
事
典
│
│
醍
醐

僧
伝
探
訪
』
上
巻
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
五
）
一
一
九
頁
下
段
〜
一
二
七
頁
上
段
。

（
11
）　

研
究
篇
に
は
『
宝
鏡
鈔
』（
一
三
九
〜
一
四
四
頁
）
と
『
受
法
用
心
集
』（
一
〇
三
〜
一
一
九
頁
）

の
両
史
料
が
翻
刻
・
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　
「
後
醍
醐
天
皇
と
文
觀
僧
正
」（『
虚
心
文
集　

第
二
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四
〇
年
）
五
六
九

〜
五
八
八
頁
。（
初
出
『
史
学
雑
誌
』
二
十
八
編
第
二
号
、
一
九
一
七
年
）。

（
13
）　

兵
藤
裕
己
「
歴
史
研
究
に
お
け
る
「
近
代
」
の
成
立
│
│
文
学
と
史
学
の
あ
い
だ
」（『
成
城
国

文
学
論
集
』
二
五
号
、
一
九
九
七
）
二
五
五
〜
二
八
〇
頁
。

（
14
）　

藤
懸
静
也
「
文
觀
僧
正
と
八
字
文
殊
師
利
菩
薩
圖
」（『
國
華
』
第
三
十
編
第
三
冊
、
通
号
三
五

二
、
一
九
一
九
年
）
一
〇
八
〜
一
一
四
頁
。

（
15
）　

中
村
直
勝
「
報
恩
院
文
観
」『
中
村
直
勝
著
作
集
第
二
巻 

社
会
文
化
史
』（
淡
交
社
、
一
九
七

七
年
）
四
八
三
〜
四
九
四
頁
。（
初
出
『
日
本
文
化
史
第
七
巻 

南
北
朝
』
大
鐙
閣
、
一
九
二
二
年
）。

（
16
）　

一
般
的
に
は
、
ま
だ
「
邪
教
立
川
流
」
で
語
ら
れ
る
の
が
現
在
も
主
流
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

（
17
）　

日
高
町
誌
編
纂
委
員
会
『
日
高
町
誌
』
下
巻
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
七
年
）
一
一
〇
五
〜
一

一
〇
六
頁
。

（
18
）　

同
上
書
。

（
19
）　

こ
の
と
き
に
、「
貧
者
の
一
燈
二
十
円
也
寄
付
申
候
、
井
上
吉
次
郎
」
と
い
う
手
紙
を
添
え
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
日
高
町
誌
』
下
巻
、
一
〇
一
四
頁
。
徳
本
上
人
に
は
、
井
上
吉
次
郎
自
身
、

興
味
を
よ
せ
て
い
た
よ
う
で
、
後
に
「
徳
本
行
者
」
な
る
随
筆
も
執
筆
し
て
い
る
。
井
上
吉
次
郎

『
秘
密
社
会
學
』（
時
潮
社
、
一
九
三
五
年
）
五
五
〜
五
八
頁
。

（
20
）　

自
身
の
自
伝
に
お
い
て
も
、
大
阪
転
勤
が
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。「
井

上
吉
次
郎
自
分
伝
」（『
記
者
と
学
問
の
間
』
井
上
吉
次
郎
博
士
喜
寿
記
念
出
版
刊
行
会
、
一
九
六

四
年
）
四
六
五
〜
四
八
四
頁
。

（
21
）　

井
上
吉
次
郎
「
同
人
評
判
記
四
、
井
上
靖
の
文
学
修
行
時
代
」（
前
掲
『
通
信
と
対
話
と
独
語

と
』）
四
四
六
〜
四
五
〇
頁
。
井
上
靖
「
毎
日
新
聞
と
私
」（『
井
上
靖
全
集
第
二
十
三
巻
』
新
潮
社
、

一
九
九
七
年
）
三
一
七
〜
三
一
八
頁
。

（
22
）　

井
上
靖
「
井
上
吉
次
郎
氏
の
こ
と
」（
前
掲
『
記
者
と
学
問
の
間
』）
四
六
三
〜
四
六
四
頁
。
井

上
吉
次
郎
は
、
井
上
靖
の
『
室
生
寺
の
五
重
塔
』
に
お
い
て
も
新
聞
社
の
Ｉ
部
長
と
し
て
登
場
す

る
。
三
枝
康
高
『
井
上
靖
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
孤
独
』（
有
信
堂
、
一
九
七
三
年
）
一
七
九
頁
。

（
23
）　

井
上
ふ
み
（
故
井
上
靖
夫
人
）「
手
記　

靖
と
私
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
九
一
年
四
月
号
）
三

二
四
〜
三
三
四
頁
。

（
24
）　

井
上
靖
（
対
談
集
、
聞
き
手
・
篠
田
一
士
、
辻
邦
生
）『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
年
）
五
一
〜
五
二
頁
。
井
上
靖
の
毎
日
新
聞
社
に
お
け
る
宗
教
欄
担
当
期
の
仕
事
に
関

し
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。
藤
沢
全
『
若
き
日
の
井
上
靖
研
究
』（
三
省
堂
、
一
九
九
三
年
）
四

六
七
〜
四
七
三
頁
。

（
25
）　

井
上
靖
「
私
の
自
己
形
成
史
」（『
井
上
靖
全
集 

第
二
十
三
巻
』
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
、
一

七
〜
四
四
頁
）
三
九
頁
。

（
26
）　
「
井
上
吉
次
郎
先
生
著
作
目
録
」（
前
掲
『
通
信
と
対
話
と
独
語
と
』）
四
七
八
〜
四
八
八
頁
参

照
の
こ
と
。

（
27
）　

井
上
吉
次
郎
「
高
野
の
獨
壇
場
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
三
号
、
一
九
三
八
年
）
一
〇
頁
。

（
28
）　

当
時
戦
争
の
影
響
で
、
高
野
山
系
の
末
寺
も
空
い
て
い
る
寺
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
両
人
と
も

日
頃
の
研
究
の
賜
物
か
、
筆
記
試
験
は
合
格
し
て
い
た
も
の
の
、
井
上
吉
次
郎
は
、
深
夜
の
修
行

中
廻
廊
か
ら
転
落
し
て
捻
挫
し
、
一
方
で
靖
は
風
邪
の
為
に
僧
籍
試
験
の
第
三
次
を
欠
席
す
る
こ

と
で
そ
の
道
は
途
絶
え
た
。
昭
和
十
九
年
一
月
の
事
だ
っ
た
と
い
う
。
前
掲
『
我
が
文
学
の
軌
跡
』

五
三
〜
五
四
頁
、
前
掲
「
手
記　

靖
と
私
」
三
二
五
頁
、
草
柳
大
蔵
「
文
壇
の
《
国
際
銘
柄
》
井

上
靖
」（
同
『
実
力
者
の
条
件
』
文
藝
春
秋
、
一
九
八
五
年
）
三
六
九
〜
三
九
四
頁
。

（
29
）　
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』（『
水
原
堯
榮
全
集
第
一
巻
』
同
朋
舎
、
一
九
八
二
年
）
七
五
〜
二
三

九
頁
。
今
後
の
引
用
は
、
特
に
記
載
し
な
い
限
り
、
全
集
の
頁
番
号
に
拠
る
。

（
30
）　

前
掲
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』
五
三
頁
。

（
31
）　

水
原
堯
榮
は
、
朝
日
新
聞
よ
り
は
毎
日
新
聞
と
の
縁
が
深
く
、
毎
日
新
聞
京
都
支
局
長
の
岩
井

武
俊
と
も
親
し
く
し
て
い
た
と
い
う
。
寿
岳
文
章
、
中
沢
新
一
（
対
談
）「
成
熟
と
し
て
の
生

│
│
学
問
の
道 

宗
教
の
道
」（『
仏
教
』
三
号
、
一
九
八
八
年
）
一
四
二
〜
一
六
二
頁
。

（
32
）　
『
井
上
靖
全
集 

第
十
一
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
一
〜
五
三
頁
。

（
33
）　

井
上
靖
『
歴
史
の
光
と
影
』（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
二
一
五
〜
二
三
〇
頁
。

（
34
）　

同
、
二
三
〇
頁
。

（
35
）　

水
原
堯
榮
「
立
川
流
聖
典
目
録
と
現
存
聖
教
の
内
容
に
就
て
」（『
水
原
堯
榮
著
作
集 

第
十
巻

論
文
集
』
同
朋
舎
、
一
九
八
二
年
、
五
四
三
〜
五
七
七
）
五
六
八
頁
（
初
出
：『
密
教
研
究
』
第
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四
号
、
一
九
二
〇
年
）。
ま
た
、
同
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
九
五
〜
九
六
頁
、
一
〇
九
〜
一
一

〇
頁
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
る
。

（
36
）　

同
「
立
川
流
聖
典
目
録
と
現
存
聖
教
の
内
容
に
就
て
」
五
六
八
頁
、
同
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』

二
二
六
頁
、
守
山
聖
真
著
『
立
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
』（
鹿
野
苑
、
一
九
六
五
）

所
収
の
「
秘
密
雑
記
」
六
〇
五
頁
に
見
え
る
「
善
无
畏
三
蔵
五
輪
集
」
が
そ
れ
に
当
た
る
か
も
し

れ
な
い
。

（
37
）　

こ
の
口
絵
は
、
水
原
堯
榮
全
集
所
収
の
版
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
38
）　

中
村
の
教
育
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
現
代
日
本
画
美
人
画
全
集
第
三
巻
』
巻
末
年
譜
参
照
。

（
39
）　

文
献
を
渉
猟
す
る
に
あ
た
り
、
一
部
に
関
し
て
は
坂
口
太
郎
「
文
観
弘
真
関
係
文
献
目
録
稿
」

（『
紫
苑
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
六
一
〜
七
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
40
）　

赤
澤
志
朗
『
近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
五
年
）
一
〇
五
〜

一
三
六
頁
。

（
41
）　

真
言
密
教
か
ら
発
し
た
立
川
の
淫
祠
的
な
邪
義
が
、
浄
土
真
宗
を
浸
食
し
た
と
考
え
る
学
者
も

い
た
。
山
田
文
昭
遺
稿
刊
行
会
﹇
編
﹈『
山
田
文
昭
遺
稿
第
三
巻 

日
本
仏
教
史
之
研
究
』（
破
塵

閣
書
房
、
一
九
三
四
）
三
二
〇
〜
三
二
六
頁
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Fabio R

am
belli, “’Just 

B
ehave as You Like ’: R

adical A
m

ida C
ults and Popular R

eligiosity in Prem
odern 

Japan, ” (R
ichard K

. Payne and K
enneth K

. Tanaka, (eds.), Approaching the Land of 
Bliss: Religious Praxis in the C

ult of Am
itabha, H

onolulu: U
niversity of H

aw
ai ’i Press, 

2004) pp. 169-201.

（
42
）　
「
立
川
流
眞
言
」（『
反
省
雑
誌
』
第
十
一
年
第
六
号
、
一
八
九
六
年
）
二
一
〜
二
二
頁
。『
反
省

雑
誌
』
は
、
龍
谷
大
学
の
前
身
で
あ
る
普
通
教
校
に
お
い
て
、
教
授
や
学
生
を
中
心
に
、
禁
酒
断

行
な
ど
日
常
生
活
の
規
律
を
正
す
社
会
改
良
運
動
を
目
的
と
し
て
一
八
八
六
年
組
織
さ
れ
た
「
反

省
会
」
の
機
関
誌
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
展
示
室
Ｈ
Ｐ
参
照
。（http://w

w
w

.ryukoku.ac.jp/ten-
jishitsu/t4/12.htm

l　

二
〇
一
六
年
四
月
二
六
日
閲
覧
）
東
山
逸
衲
に
関
し
て
は
、
現
在
い
か
な

る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
生
没
年
を
含
め
未
詳
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
普
通
教
校
に
関
わ
る
人
物
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
逸
衲
」
は
僧
服
を
脱
ぐ
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
あ
る
。
自
ら
の
住
居
を
論
考
中
に
「
庵
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
俗
体
で
は
な
い
か
、

も
し
く
は
環
俗
し
た
元
僧
侶
と
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）　

靄
々
居
士
（
大
内
青
巒
）「
文
觀
房
弘
眞
」（『
反
省
雑
誌
』
第
十
一
年
第
九
号
、
一
八
九
六
年
）

二
三
〜
二
六
頁
。

（
44
）　

大
内
青
巒
は
、
政
治
的
仏
教
思
想
啓
蒙
活
動
に
努
め
尊
王
奉
佛
大
同
団
を
組
織
し
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
、
天
皇
崇
拝
の
傾
向
が
強
か
っ
た
た
め
、
文
観
と
と
も
に
後
醍
醐
天
皇
が
貶
め
ら
れ
る

の
を
防
ご
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
峰
島
旭
雄
「
佛
教
即
宗
教
の
宗
教
観
│
│
大
内
青
巒
」（
比
較

思
想
史
研
究
会
﹇
編
﹈『
明
治
思
想
家
の
宗
教
観
』
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
）
一
三
二
〜
一
四

九
頁
。
柏
原
祐
泉
『
真
宗
史
仏
教
史
の
研
究
三　

近
代
篇
』（
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
四

〇
五
頁
。

（
45
）　

こ
の
論
考
で
は
、『
太
平
記
』
の
著
名
な
部
分
を
紹
介
す
る
に
留
ま
る
。
長
谷
宝
秀
「
文
観
上

人
の
事
跡
」（『
傳
燈
』
二
〇
九
号
、
一
九
〇
〇
）
二
〇
〜
二
一
頁
。
長
谷
宝
秀
は
、
高
野
山
の
機

関
誌
だ
っ
た
『
六
大
新
報
』
の
前
身
『
傳
燈
』
の
第
五
代
主
筆
で
あ
り
、
京
専
す
な
わ
ち
後
の
種

智
院
大
学
の
教
授
と
も
な
っ
た
教
養
の
あ
る
高
僧
で
あ
っ
た
。

（
46
）　

た
だ
し
日
本
大
蔵
経
第
一
七
巻
『
宗
典
部
修
験
道
叢
書
一
』（
四
三
五
頁
）
所
収
「
金
峯
山
秘

密
伝
」
序
文
（
享
保
八
年
／
一
七
二
三
）
に
は
、
文
観
が
邪
義
と
さ
れ
た
説
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
47
）　

生
没
年
未
詳
。
真
言
宗
高
野
派
巡
教
師
。
一
九
〇
八
年
よ
り
樺
太
、
満
州
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
わ
た
り
真
言
密
教
布
教
を
行
い
、
一
九
一
〇

年
か
ら
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡
っ
た
。（
東
京
朝
日
新
聞
、
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
五
日
）。

（
48
）　

小
島
昌
憲
「
立
川
流
眞
言
宗 

其
一
」（『
六
大
新
報
』
三
号
、
一
九
〇
三
年
）
六
頁
、
同
「
同　

其
二
」（
同
六
号
、
同
年
）
六
頁
、
同
「
同　

其
三
」（
同
八
号
、
同
年
）
六
頁
、
同
「
同　

其
四
」

（
同
十
三
号
、
同
年
）
六
頁
、
同
「
同　

其
五
」（
同
十
六
号
、
同
年
）
六
頁
。

（
49
）　

曼
荼
羅
子
「
小
島
昌
憲
師
に
質
す
」（『
六
大
新
報
』
四
号
、
一
九
〇
三
年
）
七
頁
。
曼
荼
羅
子

と
同
じ
よ
う
に
、
文
観
を
安
易
に
立
川
流
と
結
び
つ
け
る
の
に
疑
義
を
唱
え
て
い
る
の
が
富
田
斅

純
﹇
編
﹈『
秘
密
辭
林
』
の
「
文
観
」
の
項
目
で
あ
る
。（
加
持
世
界
支
社
、
一
九
一
一
年
）
一
〇

五
一
〜
一
〇
五
一
頁
。

（
50
）　

荒
井
眞
盈
「
立
川
流
所
傳
の
敎
義
一
斑
（
所
謂
血
脈
相
承
に
就
て
）」（『
六
大
新
報
』
三
三
三
号
、

一
九
一
〇
年
）
四
〜
五
頁
。「
同
（
二
）」（
同
三
三
四
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
三
）」（
同

三
三
五
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
四
）」（
同
三
三
六
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
五
）」

（
同
三
三
七
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
六
）」（
同
三
三
八
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
七
）」

（
同
三
三
九
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
八
）」（
同
三
四
〇
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
九
）」

（
同
三
四
二
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
一
一
）」（
同
三
四
三
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
一

二
）」（
同
三
四
四
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
一
三
）」（
同
三
四
六
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、

「
同
（
一
四
）」（
同
三
四
八
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
一
五
）」（
同
三
四
九
号
、
同
年
）
四

〜
五
頁
、「
同
（
一
六
）」（
同
三
五
一
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
、「
同
（
一
七
）」（
同
三
五
二
号
、

同
年
）
二
〜
三
頁
、「
同
（
一
八
）」（
同
三
五
三
号
、
同
年
）
四
〜
五
頁
。（﹇

﹈
一
〇
回
）。
荒

井
眞
盈
に
つ
い
て
は
生
没
年
を
含
め
未
詳
だ
が
、
同
時
代
の
動
向
も
視
野
に
お
さ
え
た
洞
察
力
や

経
典
の
読
解
力
、
教
養
を
鑑
み
る
と
、
高
僧
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
『
六
大
新
報
』
に
は
多
く
の
僧
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
投
稿
し
て
い
る
。

（
51
）　

こ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
主
に
論
考
の
連
載
第
二
回
で
展
開
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
先
駆

け
て
精
神
史
に
類
似
す
る
方
法
論
の
必
要
性
を
、
こ
の
無
名
の
真
言
僧
が
唱
え
て
い
る
の
は
興
味

深
い
。

（
52
）　

前
掲
、
連
載
第
二
回
、
特
に
五
頁
。

（
53
）　

原
文
書
下
し
は
「
僧
侶
肉
食
妻
帯
蓄
髪
並
ニ
法
用
ノ
外
ハ
一
般
ノ
服
着
用
随
意
タ
ラ
シ
ム
」。

（
54
）　

こ
う
し
て
、
僧
侶
の
身
分
の
特
殊
性
が
否
定
さ
れ
、
新
政
府
の
法
体
系
の
な
か
に
制
度
的
に
位

置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
森
岡
清
美
「
一
元
的
身
分
制
の
成
立 

明
治
維
新
期
に
お
け
る

僧
尼
身
分
の
解
体
に
つ
い
て
」（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
一
二
輯
、
一
九
八
六
年
）
一
二
三
〜
一

三
八
頁
、
同
「
明
治
初
期
に
お
け
る
僧
尼
身
分
の
解
体
に
つ
い
て
」（『
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
』



近
代
の
立
川
流
研
究
の
端
緒

（125）328

二
号
、
一
九
九
五
年
）
一
〜
二
二
頁
。

（
55
）　

疋
田
精
俊
「
明
治
初
期
の
僧
風
動
向
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
第
二
五
輯
、
一
九
七
六
年
）

八
一
〜
一
〇
〇
頁
。
同
『
仏
教
社
会
学
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
一
年
）
一
〇
五
〜
一
二

八
頁
。

（
56
）　

肉
食
妻
帯
の
広
が
り
に
よ
り
、
多
く
の
僧
が
「
在
家
化
」
し
た
が
、
多
く
の
指
導
的
僧
侶
が
「
肉

食
妻
帯
」
に
教
義
的
正
当
性
を
認
め
ず
、
妻
帯
僧
と
そ
う
で
は
な
い
「
純
潔
」
な
僧
は
区
別
さ
れ

た
と
い
う
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
フ
ィ
「
限
り
な
く
在
家
に
近
い
出
家
」（
末
木
文
美
士
ほ
か
﹇
編
﹈

『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
六
六
〜
三
八
五
頁
。

（
57
）　

こ
の
後
者
の
動
き
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
池
田
栄
俊
「
近
代
仏
教
の
形
成
と
肉
食
妻
帯

論
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
二
号
、
一
九
八
九
年
）
二
六
二
〜

二
六
八
頁
。

（
58
）　

智
山
派
系
の
議
論
の
詳
細
は
以
下
の
論
考
を
参
照
。
奥
野
真
明
「
近
代
の
真
言
宗
智
山
派
に
お

け
る
女
性
の
受
容
」（『
現
代
密
教
』
通
号
一
七
、
二
〇
〇
四
年
）
二
九
一
〜
三
三
六
頁
。

（
59
）　

今
井
幹
雄
「
睾
丸
抜
き
取
り
事
件
」（
同
﹇
編
著
﹈『
真
言
宗
百
年
余
話 

明
治
・
大
正
篇
』
六

大
新
報
社
、
一
九
九
六
年
）
二
一
〇
〜
二
二
六
頁
。

（
60
）　

荒
井
、
前
掲
論
考
、
連
載
第
二
回
、
四
〜
五
頁
。

（
61
）　
「
立
川
流
聖
典
目
録
と
現
存
聖
教
の
内
容
に
つ
い
て
」（『
水
原
堯
榮
全
集 

第
十
巻
』
同
朋
舎
、

一
九
八
二
年
）
五
七
四
三
〜
五
七
七
頁
。

（
62
）　

後
に
こ
の
論
旨
は
、『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
た
。（
全
集
採
録
前
掲
書
、

一
八
六
頁
）

（
63
）　

規
約
に
関
し
て
は
堀
井
靖
枝
「
高
野
山
の
女
人
禁
制
が
解
け
た
と
き
」（『
女
性
史
学
』
十
五
号
、

二
〇
〇
五
年
）
一
〇
五
〜
一
〇
八
頁
。

（
64
）　

宮
坂
宥
勝
『
高
野
山
史
』（
高
野
山
文
化
研
究
会
刊
、
一
九
六
二
年
）
一
六
八
〜
一
七
八
頁
。

こ
う
し
て
山
内
の
女
性
居
住
が
解
禁
さ
れ
る
と
、
今
度
は
山
内
に
花
街
が
形
成
さ
れ
新
た
な
風
紀

問
題
と
な
っ
た
。
高
野
山
の
遊
里
の
存
在
に
対
し
て
は
、
谷
崎
丁
未
子
、
井
上
吉
次
郎
の
証
言
が

あ
る
。
秦
恒
平
『
神
と
玩
具
と
の
間 

昭
和
初
年
の
谷
崎
潤
一
郎
』（
六
興
出
版
、
一
九
七
七
年
）

一
一
九
、
一
三
九
頁
。
井
上
吉
次
郎
『
村
と
町
と
』（
刀
江
書
院
、
一
九
三
〇
年
）
二
二
八
〜
二

三
二
頁
。
ま
た
、
こ
う
し
た
現
実
を
是
と
し
な
い
硬
派
学
生
ら
の
反
感
が
、
一
九
三
七
年
の
高
野

山
鶯
谷
標
柱
抜
取
事
件
を
惹
起
し
た
。
今
井
幹
雄
『
真
言
宗
昭
和
の
事
件
史
』（
東
方
出
版
、
一

九
九
一
年
）
一
三
頁
。

（
65
）　
「
現
代
女
性
の
高
野
観
」（『
水
原
堯
榮
全
集 

第
十
一
巻
』）
五
七
〇
〜
五
八
八
頁
。
こ
れ
は
、

当
時
高
野
山
へ
参
拝
に
来
た
女
学
生
へ
水
原
が
講
義
を
行
っ
た
際
、
社
会
学
的
に
女
学
生
等
に
高

野
山
へ
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
の
感
慨
で
あ
る
。（
初
出
：『
高
野
山
時
報
』
三
七
九
号
、

一
九
二
五
年
）

（
66
）　

前
掲
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
八
五
〜
八
七
頁
で
は
、「
性
慾
」
肯
定
の
た
め
に
ア
ダ
ム
と
イ

ヴ
に
つ
い
て
言
及
す
ら
す
る
。
同
様
の
趣
旨
は
、
一
二
七
〜
一
二
八
、
一
五
二
、
一
六
一
〜
一
六

二
、
一
八
六
、
二
二
四
頁
で
も
反
復
さ
れ
る
。

（
67
）　
「
惡
魔
（
煩
悩
）
の
精
練
こ
そ
聖
者
の
出
現
す
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
人
間
と
し
て
の
訓
練
を
要

し
、
そ
こ
に
人
間
と
し
て
の
道
德
が
生
れ
、
そ
こ
に
文
明
人
と
し
て
宗
教
が
成
立
す
る
藝
術
が
生

れ
る
…
立
川
流
の
根
本
精
神
は
人
間
在
る
が
ま
ゝ
の
性
慾
を
淨
め
て
、
生
活
の
藝
術
化
、
人
生
の

霊
化
を
な
す
に
あ
る
と
思
惟
せ
ら
れ
る
…
」（
七
八
頁
）。
同
様
の
趣
旨
は
、
八
三
、
一
六
七
〜
一

六
八
頁
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
水
原
堯
榮
「
地
蔵
院
よ
り
新
出
の
立
川
流
聖
教
に
つ
い
て
」（『
水

原
堯
榮
全
集 

第
十
巻
』）
五
七
八
〜
五
九
四
頁
（
初
出
：『
密
教
研
究
』
二
十
七
号
、
一
九
二
七
年
）

で
は
、
立
川
流
に
つ
い
て
「
人
間
生
理
の
理
法
を
説
き
、
本
能
の
衝
動
に
關
す
る
玄
理
を
説
述
し
、

そ
の
作
法
を
ば
宗
教
的
藝
術
化
し
て
考
え
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
（
五
七
八
頁
）。

（
68
）　

一
五
九
〜
一
六
一
頁
に
お
い
て
、
立
川
流
が
「
性
慾
教
育
の
方
法
宣
傳
を
あ
や
ま
つ
た
」
理
由

が
考
察
さ
れ
る
。

（
69
）　
「
獨
り
立
川
流
の
文
觀
、
邪
義
弘
通
の
文
観
と
し
て
蔑
視
す
る
は
、
文
觀
の
爲
に
一
掬
の
涙
を

澍
ぐ
わ
け
で
あ
る
」
と
、
彼
を
弁
護
し
て
い
る
（
一
五
一
頁
）。
そ
の
後
の
一
節
で
は
、「
文
観
の

理
趣
経
祕
註
を
読
む
」
と
題
し
て
、
こ
の
著
作
を
高
く
評
価
し
て
い
る
（
一
五
一
〜
一
五
六
頁
）。

（
70
）　

新
聞
一
面
の
社
説
で
あ
り
、
無
署
名
だ
が
、
当
時
の
『
六
大
新
報
』
主
筆
は
宮
崎
忍
海
で
、
こ

の
人
物
は
『
生
の
宗
教
』（
六
大
新
報
社
、
一
九
二
〇
年
）
の
作
者
で
も
あ
る
。

（
71
）　
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
本
文
に
も
、「
立
川
流
は
我
邦
に
於
け
る
性
の
問
題
攷
究
に
魁
け
を
な

し
て
、
他
の
宗
教
が
未
だ
こ
の
方
面
に
手
を
つ
け
な
か
つ
た
時
に
於
て
、
既
に
業
に
性
の
攷
究
討

檢
に
思
索
を
費
や
し
、
以
て
性
の
宗
教
を
高
唱
せ
ん
と
し
て
、
誤
つ
て
本
能
の
盲
動
に
任
せ
て
し

ま
つ
た
こ
と
に
成
り
終
わ
つ
た
」
と
し
て
い
る
。（
一
六
二
頁
）
こ
れ
に
続
く
節
「
立
川
流
と
性

欲
教
育
」
で
は
、
立
川
流
研
究
の
現
代
的
意
義
を
説
く
（
一
六
三
〜
一
六
六
頁
）。

（
72
）　

水
原
堯
榮
の
文
体
は
、
僧
侶
に
よ
る
言
文
一
致
体
と
い
う
よ
う
な
趣
き
が
あ
り
、
朗
読
す
る
と

あ
た
か
も
法
話
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
水
原
師
の
肉
声
は
、
短
い
が
司
馬
遼
太
郎
の
紀
行
文
に
記

録
さ
れ
る
。
水
原
が
文
観
に
つ
い
て
の
私
見
を
尋
ね
ら
れ
た
際
、「
い
い
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で

す
か
（
…
）
平
常
の
行
状
を
窺
い
ま
す
と
ね
、
態
度
は
謹
厳
で
身
を
律
す
る
こ
と
が
厳
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
」
と
答
え
た
と
言
う
。
漢
文
を
読
み
下
し
た
よ
う
な
話
し
言
葉
で
あ
る
。
司
馬
遼

太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
九 

信
州
佐
久
平
み
ち
潟
の
み
ち
ほ
か
』（
朝
日
文
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
）

二
二
一
頁
（
初
出
、
一
九
七
六
年
）。

　
　

水
原
自
身
は
清
廉
な
僧
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
著
作
発
表
後
、「
立
川
流
の
如
實
な

る
實
驗
者
で
は
な
い
か
、
な
ど
ゝ
の
烙
印
ま
で
頂
戴
」
し
た
と
い
う
。
前
掲
「
地
蔵
院
よ
り
新
出

の
立
川
流
聖
教
に
つ
い
て
」
五
七
八
頁
。

（
73
）　

山
陰
棲
霞
「
水
原
氏
の
立
川
流
研
究
を
評
す
」（『
六
大
新
報
』
一
九
二
三
年
）
七
〜
一
〇
頁
。

（
74
）　

そ
の
中
に
は
、
水
原
の
直
接
の
弟
子
中
川
善
教
も
い
た
。
中
川
善
教
「
立
川
流
（
秘
め
ら
れ
た

文
学
）」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
三
三
号
九
、
一
九
六
八
年
）
二
三
五
〜
二
四
六
頁
。

（
75
）　

山
陰
棲
霞
、
前
掲
書
、
九
頁
。

（
76
）　

高
野
山
大
学
出
版
、一
九
三
〇
年
（
復
刻
版
：
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
、一
九
八
二
年
）。

こ
の
著
作
で
も
、
文
観
と
立
川
流
の
関
係
性
が
論
じ
ら
れ
、『
理
趣
経
』
の
誤
解
が
立
川
流
の
よ

う
な
「
左
道
密
教
」
を
生
ん
だ
と
し
て
い
る
。
復
刻
版
、
五
四
〜
五
五
頁
。
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（
77
）　

今
井
幹
雄
、
前
掲
書
、
二
一
五
頁
。

（
78
）　

前
掲
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
二
一
〇
頁
。
こ
の
意
見
は
、
既
に
以
下
に
見
ら
れ
る
。
水
原
堯

榮
「
偽
書
經
論
目
録
の
内
容
と
立
河
流
に
就
て
」（『
水
原
堯
榮
全
集 

第
十
巻
論
文
集
』）
五
九
五

〜
六
一
九
頁
（
初
出
：『
佛
教
學
雜
誌
』
第
二
巻
十
号
、
一
九
二
一
年
）。

（
79
）　

虚
空
洞
人
「「
邪
教
立
川
流
の
研
究
」
を
讀
む
（
三
・
四
）」（『
六
大
新
報
』
一
〇
一
六
号
、
一

九
二
三
年
）
一
二
頁
。

（
80
）　

同
「「
邪
教
立
川
流
の
研
究
」
を
讀
む
（
一
・
二
）」（『
六
大
新
報
』
一
〇
一
五
号
、
一
九
二
三

年
）
九
頁
。
こ
の
書
評
は
、
水
原
著
作
の
表
題
が
与
え
た
誤
解
を
解
こ
う
と
し
て
、
逆
に
誤
解
を

与
え
る
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。

（
81
）　

山
陰
棲
霞
、
前
掲
書
、
一
〇
頁
、
編
集
部
追
記
「
邪
教
立
川
流
の
批
評
に
就
て
」。

（
82
）　

例
え
ば
、
早
稲
田
大
学
の
歴
史
地
理
講
義
科
目
の
教
科
書
と
し
て
、
土
屋
詮
教
（
一
八
七
二
〜

一
九
五
六
）
に
よ
り
著
さ
れ
た
『
日
本
宗
教
史
』（
自
修
社
、
一
九
二
五
年
増
補
版
）
で
は
、
立

川
邪
教
の
大
成
者
と
し
て
文
観
が
紹
介
さ
れ
（
三
二
二
〜
三
二
三
頁
）、
大
東
文
化
大
学
教
授
・

小
柳
司
気
太
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
〇
）『
東
洋
思
想
の
研
究
』（
関
書
院
、
一
九
三
四
年
）
で
は
、

立
川
流
が
一
種
の
房
中
術
と
し
て
道
教
と
比
較
さ
れ
る
（
三
〇
六
〜
三
〇
八
頁
）。

（
83
）　

宗
教
制
度
調
査
会
議
に
関
し
て
は
、
赤
澤
史
朗
、
前
掲
書
、
一
一
五
〜
一
一
六
頁
。

（
84
）　
『
大
正
十
五
年
九
月
七
日
宗
教
制
度
調
査
會
議
事
録
（
第
拾
貳
回
特
別
委
員
會
）』
二
〇
頁
。

（
85
）　
『
在
家
（
ウ
バ
ー
サ
カ
）
佛
教
』（
世
界
文
庫
刊
行
、
一
九
二
六
年
）
八
三
〜
八
四
頁
。

（
86
）　

齋
藤
夜
居
『
大
正
昭
和
艶
本
資
料
の
探
求
』（
芳
賀
書
店
、
一
九
六
九
年
）
一
九
一
頁
。
築
山

尚
美
「
広
告
・
ゴ
シ
ッ
プ
の
乱
歩
像
│
│
怪
奇
・
猟
奇
・
エ
ロ
グ
ロ
の
時
代
」（
藤
井
淑
禎
編
『
国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊 

江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
二
十
世
紀
』、
二
〇
〇
四
年
）
一
四
八
頁
。
島
村

輝
「
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
」（
島
村
輝
﹇
編
﹈『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
十

五
巻 

エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
六
二
七
〜
六
三
六
頁
。

（
87
）　

ま
た
、
大
抵
の
エ
ロ
・
グ
ロ
作
品
は
、
新
聞
で
は
な
く
、
専
門
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。
秋
田
昌
美
『
性
の
猟
期
モ
ダ
ン
』（
青
弓
社
、
一
九
九
四
年
）

に
は
、
多
く
の
媒
体
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
88
）　

島
村
輝
、
前
掲
書
、
六
三
五
〜
六
三
六
頁
。

（
89
）　

寿
岳
文
章
、
中
沢
新
一
、
前
掲
書
、
一
五
二
頁
で
は
水
原
が
当
時
の
高
野
山
に
は
珍
し
く
斎
戒

沐
浴
派
で
生
涯
女
を
近
づ
け
な
か
っ
た
こ
と
が
証
言
さ
れ
る
。

（
90
）　

水
原
の
考
え
る
現
代
的
意
義
に
関
し
て
は
、
脚
注（
七
一
）参
照
。

（
91
）　

前
掲
脚
注（
五
）参
照
。

（
92
）　
『
文
観
上
人
』
の
新
刊
紹
介
（
広
告
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
葛
藤
が
大
事
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
「
心
の
悪
魔
の
誘
惑
と
戦
つ
た
苦
闘
史
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
93
）　

前
掲
「
地
蔵
院
よ
り
新
出
の
立
川
流
聖
教
に
つ
い
て
」。

（
94
）　

大
谷
晃
一
『
仮
面
の
谷
崎
潤
一
郎
』（
創
元
社
、
一
九
八
四
年
）
一
一
二
頁
。

（
95
）　

谷
崎
潤
一
郎
の
妻
と
し
て
は
三
番
目
の
松
子
夫
人
（
旧
姓
森
田
、
根
津
）
が
有
名
だ
が
、
編
集

部
で
働
い
て
い
た
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
で
、
二
〇
歳
以
上
若
い
古
川
丁
未
子
と
の
結
婚
は
実
質
的
に
一

年
に
も
満
た
ず
終
了
し
た
。
彼
女
に
つ
い
て
は
、
永
栄
啓
伸
『
評
伝 

谷
崎
潤
一
郎
』（
和
泉
署
員
、

一
九
九
七
年
）
二
一
〇
頁
。

（
96
）　

千
葉
俊
二
『
谷
崎
潤
一
郎
必
携
』（
學
燈
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
六
四
頁
。

（
97
）　

秦
恒
平
、
前
掲
書
、
一
一
七
〜
一
一
八
頁
。

（
98
）　

谷
崎
丁
未
子
「
高
野
山
の
生
活
」（『
改
造
』
一
九
三
一
年
一
二
月
号
、
四
二
〜
五
〇
頁
）
四
八

頁
。

（
99
）　

秦
恒
平
、
前
掲
書
、
二
〇
六
頁
。

（
100
）
谷
崎
終
平
「
回
想
の
兄
・
潤
一
郎
」（『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
第
十
三
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六

七
年
、
付
録
月
報
十
三
）
六
〜
一
〇
頁
。

（
101
）　

武
田
寅
雄
『
谷
崎
潤
一
郎
小
論 

生
活
理
想
と
文
学
理
想
の
融
合
点
に
生
れ
た
谷
崎
文
学
』（
桜

楓
社
、
一
九
八
五
年
）
八
八
頁
。

（
102
）　

大
谷
晃
一
、
前
掲
書
、
一
一
二
頁
。

（
103
）　

永
栄
啓
伸
、
前
掲
書
、
一
八
九
頁
。
谷
崎
丁
未
子
に
よ
る
前
掲
「
高
野
山
の
生
活
」
に
お
い
て

も
、
水
原
師
が
写
本
を
持
ち
出
し
て
見
せ
て
い
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
親
王
院
樣
は
大
變

學
者
な
の
で
、
い
ろ
ゝ
古
い
寫
本
な
ど
引
き
出
し
て
來
て
は
非
常
に
面
白
い
話
を
し
て
下
さ
る
」

（
四
七
頁
）。

（
104
）　
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
第
一
五
巻 

乱
菊
物
語 

盲
目
物
語 

吉
野
葛
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
一
六

年
）
四
五
九
〜
四
六
九
頁
。

（
105
）　

武
田
寅
雄
、
前
掲
書
、
九
二
頁
。

（
106
）　

前
掲
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
第
一
五
巻
』
四
七
一
〜
四
七
五
頁
。

（
107
）　

同
、
五
一
〇
〜
五
一
二
頁
。

（
108
）　

大
谷
晃
一
、
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。

（
109
）　

野
村
尚
吾
『
谷
崎
潤
一
郎
│
│
風
土
と
文
学
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
）
一
〇
八
頁
。

秦
恒
平
、
前
掲
書
、
一
四
三
頁
。

（
110
）　

前
掲
「
立
川
流
聖
典
目
録
と
現
存
聖
教
の
内
容
に
就
て
」
五
四
七
頁
。

（
111
）　

辻
村
泰
善
「『
瑜
伽
伝
燈
鈔
』
に
み
る
文
観
伝
」（
元
興
寺
文
化
財
研
究　

六
九
号
、
一
九
九
九

年
）
一
〜
五
頁
。

（
112
）　

内
田
啓
一
、
前
掲
『
文
観
房
弘
真
と
美
術
』、
同
「
吉
野
・
吉
水
神
社
蔵
両
界
種
子
曼
荼
羅
│

│
後
醍
醐
天
皇
と
文
観
房
弘
真
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要　

第
三
分
冊 

日
本

語
日
本
文
学 

演
劇
映
像
学 

美
術
史
学 

表
象
・
メ
デ
ィ
ア
論 

現
代
文
芸
』
五
九
号
、
二
〇
一
四

年
）、
二
九
〜
四
七
頁
。
同
「
根
津
美
術
館
蔵
大
日
金
輪
・
如
意
輪
観
音
厨
子
に
つ
い
て
│
│
文

観
房
弘
真
と
制
作
背
景
」（『
仏
教
芸
術
』
三
二
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
九
八
〜
一
二
三
頁
な
ど
。

（
113
）　

成
果
の
紹
介
と
し
て
は
阿
部
泰
郎
「
文
観
著
作
聖
教
の
再
発
見
│
│
三
尊
合
行
法
の
テ
ク
ス
ト

布
置
と
そ
の
位
相
」（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
『
比
較
人
文
学
研
究
年
報
』
第
六
号
、

二
〇
〇
九
年
）
一
一
七
〜
一
三
二
頁
、
同
『
中
世
日
本
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
体
系
』（
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
四
二
〜
二
六
五
頁
。
文
観
の
現
在
確
認
さ
れ
た
聖
教
史
料
の
一
部
は
、

『
中
世
先
徳
著
作
集
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
内
所
収
で
、
そ
の
他
は
『
文
観
著
作
集
』
の
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題
名
で
出
版
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
114
）　

前
掲
脚
注（
九
）・（
一
〇
）参
照
。

（
115
）　

井
上
吉
次
郎
『
文
観
上
人
』
九
七
〜
一
〇
二
頁
。

（
116
）　

同
上
書
、
一
〇
二
頁
。

（
117
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
篇
『
大
日
本
史
料
第
六
編
之
二
十
一
』（
一
九
二
四
年
）
四
八
八
〜
四

九
四
頁
。

（
118
）　
「
伝
燈
廣
録
続
巻
十
一 

天
王
寺
別
当
弘
眞
」（『
続
真
言
宗
全
書
第
三
三
巻
』
高
野
山
大
学
出
版

部
、
一
九
七
五
年
）
四
五
七
頁
上
段
、
四
五
九
頁
上
段
。

（
119
）　

水
原
堯
榮
『
弘
法
大
師
影
像
圖
考
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
五
年
）
の
巻
頭
口
絵
写
真
に
こ

の
聖
教
の
写
真
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
二
二
七
頁
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
文
観
の
自
撰
と
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
泰
郎
「『
秘
密
源
底

口
決
』『
一
二
寸
合
行
秘
次
第
私
記
』
解
題
」（
国
文
学
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
３　

中
世
先
徳
著
作
集
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
六
〇
三
〜
六
〇
四
頁
。

（
120
）　

ほ
か
に
、
文
観
関
連
史
料
で
は
な
い
が
、
高
野
山
に
ま
だ
眠
っ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
史
料
と

し
て
、
井
上
著
『
秘
密
社
会
学
』
で
は
、『
野
峰
三
階
雲
泥
録
』
な
る
「
高
野
に
残
さ
れ
た
秘
帖
」

が
言
及
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
学
僧
、
聖
、
山
伏
の
三
階
級
に
は
雲
泥
の
差
が
存
在
し
、
と
り
わ
け

学
僧
が
聖
や
山
伏
に
優
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
そ
の
差
別
化
の
た
め
に
服
飾
の
規
定
な
ど
の
格
式

が
説
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
「
鉛
刀
を
莫
耶
に
濫
し
、
魚
珠
を
摩
尼
と
疑
ふ
」
こ

と
が
許
さ
れ
な
い
な
ど
の
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
存
在
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
修
験
道
研
究
に
お

い
て
も
中
世
社
会
史
に
お
い
て
も
、
当
時
の
風
俗
を
知
る
上
で
大
変
興
味
深
い
内
容
の
史
料
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
井
上
吉
次
郎
「
櫻
曼
陀
羅
」（
同
『
秘
密
社
会
学
』）
三
二
〜
三
六
頁
。

（
121
）　

井
上
吉
次
郎
「
甲
賀
流
」（
同
『
秘
密
社
会
学
』）
一
五
三
〜
一
六
二
頁
。
伊
賀
国
忍
術
秘
法
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
参
照
。
藤
田
和
敏
『「
甲
賀
忍
者
」
の
実
像
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

二
年
）
八
五
〜
九
三
頁
、
沖
森
直
三
郎
「
古
典
紹
介 

菊
岡
如
幻
著 

伊
賀
国
忍
術
秘
法
に
つ
い
て
」

（『
伊
賀
郷
土
史
研
究
』
五
号
、
一
九
七
二
年
）
七
九
〜
八
八
頁
。『
萬
川
集
海
』
に
つ
い
て
は
、

藤
林
保
武
﹇
著
﹈・
中
島
篤
巳
﹇
訳
﹈『
完
本
万
川
集
海
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
122
）　

井
上
吉
次
郎
「
伊
賀
流
」（
同
『
秘
密
社
会
学
』）
一
七
二
頁
。

（
123
）　

伊
藤
聡
﹇
翻
刻
﹈「
梵
漢
同
名
釋
義
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
﹇
編
﹈『
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
四

巻　

中
世
唱
導
資
料
集
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
八
七
〜
四
九
二
頁
。

（
124
）　

水
原
堯
榮
の
「
立
川
流
」
観
の
一
貫
性
や
、
そ
の
研
究
の
展
開
に
関
し
て
は
、
今
後
研
究
す
る

余
地
が
あ
る
が
、
現
在
の
史
料
の
状
況
で
は
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
。

（
こ
の
論
文
はSw

iss N
ational Science Foundation

の
助
成
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
。）
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Writing about the “heresy” of the Tachikawa Sect in prewar Japan - The origins 
of Inoue Kichijirō’s book “Monkan shōnin” and the influences of Mizuhara Gyōei

Rappo GAETAN

　Monkan (1278-1357) was a monk in the Shingon School of Buddhism. As seen in his depiction by the famous 
historian Amino Yoshihiko, he was, until fairly recently, mainly known as a member of the “heretical” sect of 
Tachikawa, a movement inside the Shingon School known for its dark rituals, which employed extremely explicit 
sexual imagery. However, this view is being gradually challenged by recent scholarship on the issue. This evolu-
tion was made possible not only by the rediscovery of a large part of Monkan’s work, but also by innovative 
studies through which the historical validity of the Tachikawa Sect itself has come to be doubted.
　Using a peculiar book published by the journalist Inoue Kichijirō (1889-1976) in 1937 as its starting point, this 
article takes a different approach, showing how and why people wrote about Monkan and the sect of Tachikawa in 
prewar Japan, and how the historical images of both this monk and sexual heresies in the Shingon School were 
constructed.
　Analyzing the context and the main argument of prewar publications on Monkan and the Tachikawa sect, this 
article demonstrates that Inoue ̶ together with such literary figures as Inoue Yasushi or Tanizaki Jun’ichirō ̶ 
was in fact close to the main promoter of studies on Tachikawa in the Meiji and early Shōwa periods, Mizuhara 
Gyōei (1890-1965), a monk of the main center of the Shingon School, the Mount Kōya. It also analyzes how this 
book reflects the major issues that Mizuhara and other monks faced in their time, such as clerical celibacy and the 
place of women and sex in a newly defined monastic life. Finally, it reassesses the value of the research elements 
of Inoue’s book, showing that it contains information that may well lead to new discoveries in the study of 
Monkan.


